
令和５年９月

岡 山 県

新型コロナウイルス感染症対策に係る
岡山県の取組



【趣旨・目的】

• 新型コロナウイルス感染症については、令和２年３月22日に県内初の感染者
の確認以降、県民や事業者の皆様には緊急事態措置等に伴う外出自粛や営業
時間の短縮要請など多くのお願いに御協力をいただきました。

• また、公益社団法人岡山県医師会、一般社団法人岡山県病院協会等の医療関
係団体や多くの医療機関に御協力いただき、医療提供体制の整備を行うこと
ができました。

• 令和２年から感染症法上の５類感染症に移行する前までの本県の取組を振り
返り、今後の新興感染症への対応に活かすよう、新型コロナウイルス感染症
への対応をとりまとめました。

はじめに

各波の時期
• 第１波 令和２（2020）年１月30日～５月31日
• 第２波 令和２（2020）年６月１日～９月30日
• 第３波 令和２（2020）年10月１日～令和３年（2021）３月31日
• 第４波 令和３（2021）年４月１日～６月30日
• 第５波 令和３（2021）年７月１日～12月31日
• 第６波 令和４（2022）年１月１日～６月30日
• 第７波 令和４（2022）年７月１日～10月31日
• 第８波 令和４（2022）年11月１日～令和５年（2023）５月７日
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第１波の取組
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第１波 （１）概要
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① 第１波の概要（令和２（2020）年１月30日～５月31日）

• 中華人民共和国湖北省武漢市で令和元年12月以降、病原体不明の肺炎患

者が発生し、後に新型コロナウイルスによるものであることが判明し

た。

• 岡山県においては、県環境保健センターでの検査体制や感染症指定医療

機関での受入体制を整備しつつ１月30日に新型コロナウイルス感染症対

策本部を設置した。

• ３月22日には県内でも初めて感染者が確認され、４月16日に国の新型イ

ンフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言の対象区域が全都

道府県へ変更されたことから、翌17日に「岡山県緊急事態措置」を決定

し、県民の外出自粛やイベントの開催自粛等を要請した。

• 県民の行動変容や保健所による積極的疫学調査等により、大規模な感染

拡大には至らず、「岡山県緊急事態措置」は５月14日で解除された。
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第１波 （１）概要

1.3 人

0人

1人

2人

3人

3/22 3/29 4/5 4/12 4/19 4/26 5/3 5/10 5/17 5/24 5/31

新規陽性者数の推移

新規陽性者数 新規陽性者数（７日間移動平均）

（新規陽性者数）

1人

(4.0%)

6人

(24.0%)

2人

(8.0%)

2人

(8.0%)

8人

(32.0%)

4人

(16.0%)

1人

(4.0%)

1人

(4.0%)

年代別新規陽性者数

10歳未満 10代 20代 30代
40代 50代 60代 70代
80代 90代以上

5/31



③ 医療提供・検査体制

ア 新型コロナウイルス外来 42機関（うち準外来２）

イ 確保病床数 120床

ウ ＩＣＵ病床 13床

エ 宿泊療養施設数 １ホテル、78居室
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第１波 （１）概要

② 患者等の状況

ア 陽性者数 25人

イ 最多陽性者数 ２人／日（４月２日他）

ウ 入院者数 25人

エ 宿泊療養者数 ０人

オ 自宅療養者数 ０人

カ 社会福祉施設療養者数 ０人

キ 死亡者数 ０人
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第１波 （２）対策本部会議

回次 開催日 議事項目

1 令和2年1月30日
・新型コロナウイルスに関連した感染症発生状況
・県内での対応体制
・各部局の取組状況

2 令和2年2月14日 ・新型コロナウイルス感染症への対応

3 令和2年2月26日
・新型コロナウイルス感染症対策の基本方針
・岡山県の対応
・県主催イベントの開催に係る考え方

4 令和2年2月28日
・新型コロナウイルス感染症対策に係る岡山県の対応
・新型コロナウイルス感染症に関する県立学校の対応

5 令和2年3月6日
・高知県における新型コロナウイルス感染症患者
・新型コロナウイルス感染症対策に係る岡山県の対応

6 令和2年3月23日

・新型コロナウイルス感染症患者の発生
・岡山県の対応
・感染の流行状況に応じた今後の対応体制（案）
・県内での患者発生後の対策移行の考え方の概要（案）
・PCR検査の保険適用後の検査体制（案）
・県での新型コロナウイルス感染症の衛生資材への対応状況
・生活福祉資金に係る特例貸付の実施
・新型コロナウイルス対応支援策に関する特別相談会
・Web版岡山県合同企業説明会の開設

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況
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回次 開催日 議事項目

7 令和2年3月24日
・県主催イベントの開催に係る考え方（改定案）
・岡山県の対応
・新学期からの県立学校における教育活動の再開等

8 令和2年3月27日

・新型インフルエンザ等対策特別措置法の規定に基づく岡山県新型コロナウ
イルス感染症対策本部の設置

・新型コロナウイルスの流行シナリオに基づくピーク時の医療需要試算
・岡山県の対応
・中国地方知事会新型コロナウイルス感染症対策本部の設置

9 令和2年3月30日
・新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針
・岡山県の対応

10 令和2年4月3日
・岡山県の対応
・県立学校における教育活動再開に当たっての対応

11 令和2年4月8日

・岡山県の対応
・新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言
・新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（４月７日改正）
・新型コロナウイルス感染症に係る兵庫県対処方針
・新型コロナウイルス感染症緊急経済対策

12 令和2年4月13日
・新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（４月11日変更）
・大阪府で今後予定している措置等
・岡山県の対応

第１波 （２）対策本部会議

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況
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回次 開催日 議事項目

13 令和2年4月15日

・岡山県の対応
・新型コロナウイルス感染症対策岡山県調整本部の設置
・県庁舎及びJR岡山駅前啓発塔への懸垂幕の掲出
・岡山後楽園の休園
・県立学校等における新型コロナウイルス感染症への対応

14 令和2年4月17日

・岡山県緊急事態措置の概要
・県主催イベントの開催に係る考え方（改定案）
・新型コロナウイルス感染症対策の県体制
・岡山県の対応
・県有施設の休止・休館
・県立学校等における新型コロナウイルス感染症への対応

15 令和2年4月24日

・パチンコ店、県外観光客の多い旅館及びホテル等の営業自粛のお願い
・岡山県知事緊急メッセージ
・岡山県の対応
・ゴールデンウィークにおける来県者への対応
・令和２年度４月補正予算（専決）の概要

16 令和2年4月28日
・ゴールデンウィークにおける来県者への対応
・県立学校における新型コロナウイルス感染症への対応（５月７日以降）

17 令和2年5月5日
・緊急事態宣言の延長を受けた岡山県の措置など
・県有施設の利用再開等

第１波 （２）対策本部会議

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況
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回次 開催日 議事項目

18 令和2年5月15日
・岡山県における新型コロナウイルス感染症対策に係る協力の要請
・岡山県の対応
・中国５県 移動の自粛継続宣言

19 令和2年5月22日

・岡山県における新型コロナウイルス感染症対策に係る協力の要請
・岡山県の対応
・県有施設の利用再開等
・県立学校における教育活動の再開に当たっての対応

20 令和2年5月28日
・岡山県における新型コロナウイルス感染症対策に係る協力のお願い
・令和２年度６月補正予算案の概要

第１波 （２）対策本部会議

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況
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第１波 （３）重点措置・要請等

• 全国で感染が拡大する中、大型連休における感染拡
大を抑制するため、パチンコ店、県外観光客の多い
旅館及びホテル等の営業自粛をお願いした。

• 旅行や帰省など、県境を越えた移動をやめるようお
願いした。

② 岡山県知事緊急メッセージ（４月24日）

① 岡山県緊急事態措置（４月17日～５月14日）
• 全国的な新型コロナウイルス感染症患者の急増を受けて、大型連休に

おける感染拡大を抑制するため、４月17日から５月14日まで緊急事態
措置が適用された。

• 県民に対して、不要不急の外出の自粛を要請し、全ての県立学校（69
校）を４月20日から臨時休業とした。

• 密集、密接、密閉のいずれかに該当するイベントを自粛するよう要請
した。

• 県有施設については休止・休館とし、５月７日以降、適切な感染防止
策を講じた上で順次利用を再開することとした。
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第１波 （３）重点措置・要請等

③ 新型コロナウイルス感染症対策に係る協力の要請（５月15日）

• ５月14日に岡山県を含む39県が緊急事態宣言の対象から外れた。

• クラスター発生等の恐れがあるため、引き続き、５月31日まで外出
に際しての協力要請やイベントの開催自粛要請等を実施した。

• 全ての県立学校も５月31日まで引き続き、臨時休業となった。

• 感染再拡大を防止するため、中国５県連名での移動の自粛継続宣言
が出された。



① 一般相談・受診相談の実施（保健所）

• 保健所において一般相談及び受診相談に対応してきたが、相談者の増加
に伴い、４月24日から一般相談向けのコールセンターの運営（委託・24
時間体制）を開始した。
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第１波 （４）患者等への対応
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② 一般相談窓口の開設（県庁）（２月４日）

• 県庁内に一般相談窓口を開設し、電話対応を開始した。
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第１波 （４）患者等への対応
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③ 帰国者・接触者相談センターの設置（２月７日）
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第１波 （４）患者等への対応

受付時間 場所

平日 9:00～17:00 保健所

平日夜間 17:00～21:00 県庁

土日祝日 9:00～17:00 県庁

• 県庁及び各保健所に帰国者・接触者相談センターを設置し、新型コ
ロナウイルス感染症の疑い例を、「帰国者・接触者外来」へ受診調
整を行う体制を整えた。（２月17日～24時間体制）

※５月22日から名称を新型コロナウイルス受診相談センターに変更

受付時間 場所

24時間 保健所

④ 専用ホームページの開設（１月16日）
• 患者の国内初確認を受け、新型コロナウイルス感染症に関連する情

報を集約し、県民が知りたい情報にワンストップでアクセスできる
「新型コロナ保健医療情報ポータル」を県ホームページ内に開設し
た。



⑥ 県保健所への支援

• 感染者の増加に伴い、検体の梱包・搬送等の業務が増加したため、他
部所等の職員を派遣し負担軽減を図った。

• ５月から保健師・看護師を短時間勤務会計年度任用職員として雇用し、
受診相談業務に従事した。
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第１波 （４）患者等への対応

従事業務 職種 延べ人数

検体採取、検査事務処理等 衛生・薬剤師等 123人

検体搬送、患者移送等 事務 105人

⑤ 療養期間の見直し

入院患者 ２回の陰性確認 14日間（５月29日～）

自宅・宿泊療養者 14日間とすることができる（４月２日～）



① 帰国者・接触者外来（２月７日）

• 二次保健医療圏ごとに１か所の計５医療機関で帰国者・接触者外来を
開始した。

• ２月に医療連携会議を開催し、その後診療体制が整った医療機関に順
次拡大した。
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第１波 （５）医療提供体制

※５月22日から名称を新型コロナウイルス外来に変更
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第１波 （５）医療提供体制

② 検査体制の整備
• 検査件数が増加したため県環境保健センターの検査職員を増員して対応
した。

５人⇒最大19人（県保健所、県食肉衛生検査所及び岡山市保健所より派遣）

• 県環境保健センターに検査機器を追加導入した。

PCR検査数 20件/日 ⇒ 40件/日 （３月19日～）

• （公社）岡山県医師会の協力を受け屋外検体採取センターを設置した。
（毎週水曜日）

５月１日 備前地区（南部健康づくりセンター⇒旧内尾センターへ移転）

５月27日 美作地区（津山中央病院）

６月25日 備中地区（備中保健所）

・４月７日から県内３医療機関に検査を委託するとともに、５月11日には
民間検査機関への委託を開始し体制を拡大した。



③ 入院体制

• ４月20日に新型コロナウイルス感染症対策岡山県調整本部を設置し、入
院先の調整を行う体制を整備した。

• 第一種及び第二種感染症指定医療機関、新型インフルエンザ患者入院医
療機関の協力医療機関へ働きかけを行い、120床の入院病床を確保し
た。

• 患者が入院や受診をする際の移動手段を確保するため、４月24日に新型
コロナウイルス感染症対策に関する救急担当課長連絡調整会議を開催す
るとともに、タクシーによる搬送を５月15日から一般社団法人岡山県タ
クシー協会に委託して開始した。

第１波 （５）医療提供体制
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④ その他の取組

• マスクの供給が困難な状況となっていることから医療機関、福祉施設
へ県からマスクの提供を行った。

• マスク以外にも、手指消毒用エタノールなどの物資が不足もしくは不
足の恐れがあったことから、医療機関・福祉施設に優先的に配布・供
給した。

• 今後の感染者の増加に備え、中等症・重症患者を優先する医療体制へ
の移行を進めるため、軽症・無症状者を対象とした県内初の宿泊療養
施設となる「鷲羽山下電ホテル」（倉敷市）を確保、５月15日から運
用を開始した。

第１波 （５）医療提供体制

19
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第１波 （６）その他

① 県主催イベントの開催に係る考え方
• ２月26日策定
 多数の人が至近距離で密に接するもの、密集して閉鎖空間で長時

間過ごすもの、高齢者や基礎疾患を有する者が集まるものは、原
則として自粛を検討する。

• ３月24日一部改訂
 全国規模又はクラスター発生地域を含む多くの地域からの参加が

見込まれるものについては、原則として自粛を検討する。
• ４月17日一部改訂
 密閉、密集、密接の「３つの密」が全て該当するもの、緊急事態

措置の実施区域からの参加が見込まれるもの、及び緊急事態措置
の実施区域や感染拡大警戒地域になどおいて実施するものは自粛
する

• ５月５日一部改訂
 特定警戒都道府県からの参加が見込まれるもの、及び特定警戒都

道府県において実施するものは自粛する。
• ５月21日一部改訂
 目安として、屋内であれば概ね100人以上、屋外であれば概ね200

人以上の者が密集して換気が不十分な密閉空間で長時間過ごすも
の等は自粛する。

• ５月28日一部改訂
 流行している地域において実施するものは自粛する。
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第１波 （６）その他

② 県有施設の休止・休館

• 県全域が緊急事態措置の実施区域に指定されたことを受け、４月20日
（一部４月16日）から県有施設を休止・休館した。（適切な感染防止
策を講じた上で５月25日から順次再開）

③ 営業自粛のお願い

• ４月25日から５月６日までの間、県内全域のパチンコ店、県外観光客
の多い旅館・ホテル等に営業の自粛をお願いした。
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第１波 （６）その他

④ 県立学校の対応

• ２月28日の対策本部会議で、原則３月２日から春季休業の開始日まで
の間、全ての県立学校の臨時休業を行う方針を決定した。

• ３月24日の対策本部会議で、４月の始業式から学校における教育活動
を再開し、集団感染のリスクが高いと考えられる「３つの条件（密
閉・密集・密接）が同時に重なる場」を徹底的に避ける等の対策（換
気の徹底、密集しない配慮、至近距離での会話等を控える）等を行う
方針を決定した。

• ４月７日・８日から始まる新学期に際して、始業時間を遅らせて通学
時の混雑を回避する等の対応を行った上で、教育活動を再開すること
とした。

 始業時間を遅らせて通学時の混雑を回避

 登校前の健康観察、マスクの着用、手洗いの励行、教室の換気等の衛生環境の確保

 密集を避けるため、式典や集会を各教室での放送による実施に変更

 十分に換気できる環境下での部活動の実施 等

• ４月16日に国の緊急事態宣言の対象地域が拡大されたことに伴い、外
出自粛の要請等を行うことから、４月20日以降、全ての県立学校（69
校）を臨時休業とした。



① 県対策本部の設置

• 県知事を本部長とする新型コロナウイルス感染症対策本部を設置し、
県民に感染状況の周知や基本的な感染防止策の呼びかけを行うととも
に、県が行う感染拡大防止対策を決定した。

② 相談窓口、医療提供の体制整備

• 県民の感染不安に関する相談窓口の設置や検査体制の整備を行うとと
もに、外来診療や入院病床の確保について医療機関に働きかけを行
い、体制整備に取り組んだ。

③ 保健所の対応

• 県新型インフルエンザ等対策行動計画や他県の事例を参考にしなが
ら、感染者とその家族、職場、周囲の住民等の安全・安心に配慮し、
入院調整、濃厚接触者の検査及び健康観察等を行い、感染の拡大を防
止した。

• 感染者が入院する医療機関の調整を各保健所ではなく、県調整本部に
一元化し、保健所の負担軽減を図った。
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第１波 （７）まとめ



① 検査・医療提供体制の拡充

• 今後の感染者の増加に備えて、検査体制を拡充するとともに、発熱症
状等のある患者の診療を行う医療機関や新型コロナ患者専用の病床を
確保する医療機関を増やす必要がある。

② 社会経済活動への影響

• 治療法が確立されていない未知のウイルスであったため、人と人との
接触機会を減らし感染が拡大しないよう、県民に対して不要不急の外
出自粛の要請や県立学校の臨時休業を行うなど社会経済活動に大きな
影響を与えた。
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第１波 （８）課題



第２波の取組

25



第２波 （１）概要
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① 第２波の概要（令和２（2020）年６月１日～９月30日）

• ７月に入り、接待を伴う飲食店におけるクラスターが確認され、20代

をはじめとした夜の繁華街の関係者及び滞在歴がある人を中心に感染

が拡大した。

• 県民に感染拡大予防ガイドラインの遵守が難しい接待を伴う飲食店の

利用自粛を要請するとともに、業種ごとのガイドラインの遵守を強く

要請し、感染拡大を抑制した。

• 第２波においては、新しい生活様式を呼び掛けるとともに、医療機関

や福祉施設等において、多くの感染者が発生するクラスターによる感

染拡大防止を図るため、岡山県クラスター対策班（ＯＣＩＴ）が発足

した。
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第２波 （１）概要
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③ 医療提供・検査体制

ア 新型コロナウイルス外来 398機関（うち準外来356機関）

イ 確保病床数 250床

ウ 重症病床 37床

エ 宿泊療養施設数 １ホテル、207居室（最大使用率 2.4％）

28

第２波 （１）概要

② 患者等の状況

ア 陽性者数 132人

イ 最多陽性者数 10人／日（７月25日）

ウ 入院者数 126人

エ 宿泊療養者数 20人

オ 最多自宅療養者数 ２人／日（８月12日、19日）

カ 社会福祉施設療養者数 ０人

キ 死亡者数 １人
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第２波 （１）概要
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第２波 （２）対策本部会議

回次 開催日 議事項目

21 令和2年6月17日
・県民の皆様へのメッセージ
・中国５県コロナと共存する新しい生活
・新型コロナウイルス感染症対策に配慮した避難所運営等

22 令和2年7月8日 ・県民の皆様へのメッセージ

23
令和2年7月19日
（書面開催）

・岡山県における新型コロナウイルス感染症拡大予防のための協力要請(案)

24 令和2年7月30日 ・県民の皆様へのメッセージ

25 令和2年8月7日 ・県民の皆様へのメッセージ

26 令和2年8月27日
・県民の皆様へのメッセージ
・新型コロナウイルス感染症に関する差別等の防止に係る啓発活動の実施
・県立学校における感染症防止対策の徹底

27
令和2年9月14日
（書面開催）

・新型コロナウイルス感染症対策に係る県民の皆様への協力のお願い

28 令和2年9月29日
・県民の皆様への協力のお願い
・Go To Eatキャンペーン事業

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況
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第２波 （３）重点措置・要請等

② 新型コロナウイルス感染症拡大予防のための協力要請
（８月１日～31日)

• ５月25日に緊急事態宣言が全ての都道府県で解除さ
れたことを受け、感染拡大防止と社会経済活動の両
立を図るため、外出は原則自由であること、仕事や
帰省等に係る県外への移動に制限はないこと、外出
時には、手洗いやマスク着用の徹底、身体的距離の
確保、テレワークなど「新しい生活様式」を実践す
ることをお願いした。

① 県民の皆様へのメッセージ（６月19日～７月９日）

• 県民に対して、感染拡大予防ガイドラインの遵守が難しく全国的に感
染者の発生が続いている接待を伴う飲食店の利用を控えるよう要請し
た。

• 接待を伴う飲食店に対して、業種ごとの感染拡大予防ガイドラインを
遵守するよう、改めて要請した。
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第２波 （３）重点措置・要請等

• 感染者が増加している状況を踏まえ、引き続き、「新
しい生活様式」や業種ごとの感染拡大予防ガイドライ
ン等を踏まえた適切な感染防止策の徹底をお願いした。

• 新型コロナウイルス感染症の感染者や医療関係者、そ
の家族等への誹謗中傷や偏見、差別が、県内において
も発生しているため、啓発活動を実施した。

③ 県民の皆様への協力のお願い（９月１日）



① 一般相談・受診相談

• 受診相談センター（保健所）やコールセンター（委託・24時間体制）
で、受診や体調不良時の相談、感染不安、検査やワクチン等の相談を
受け付けた。
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第２波 （４）患者等への対応
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② 県内初のクラスターの発生と対応

• 接待を伴う飲食店で、クラスターが複数発生したため、県民に対して
注意を促すとともに、特定の店舗には立ち入り検査を実施した。

③ 「もしサポ岡山」の運用（８月12日～令和４年３月31日）

• 施設の利用やイベント参加の際に利用者がＱＲコードを使い利用情報
を登録しておくと、のちに感染者が判明した場合に利用者個人に情報
が届くシステムを構築し運用した。
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第２波 （４）患者等への対応

④ 県保健所への支援

• 感染者の増加に伴い検体の搬送等の業務が増加したため、他部所等の
職員を派遣した。

従事業務 職種 延べ人数

検体採取、検査事務処理等 衛生・薬剤師等 170人

検体搬送、患者移送等 事務 40人



① 外来体制

• かかりつけ患者の検査・診療を行う医療機関を「新型コロナウイルス
準外来」として指定し、医療提供体制を拡充した。

新型コロナウイルス外来 38 ⇒ 39

準外来 2 ⇒ 356

県営屋外検査センター 2 ⇒ 3
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第２波 （５）医療提供体制
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② 入院体制

• 病床や人材の確保、救急搬送等における課題等が明らかになったため、
感染のピークに至るまでの間を段階的にフェーズで区切り、コロナ患
者専用の即応病床数をフェーズごとに設定した。また、重点医療機関
や協力医療機関の指定を開始するとともに、確保病床を250床に増床
し、医療提供体制を拡充した。

• 新型コロナウイルス感染症対策に関する二次保健医療圏等を単位とし
た圏域連絡会議を開催し、新たな流行シナリオや今後の医療提供体制
整備について関係者と共有した。

第２波 （５）医療提供体制
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① 宿泊療養

• ７月26日に「アパホテル岡山駅前」（岡山市北区）を新たに運用開始
し、確保室数は第１波の78室から207室へ増加した。なお、「鷲羽山下
電ホテル」は７月31日をもって運用終了した。
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第２波 （６）宿泊療養・自宅療養
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② 自宅療養
• 基礎疾患がない軽症者の一部の感染者が、自宅での療養を強く希望さ
れたため、確定診断後、保健所が健康観察を行い、療養された。

• ８月５日１人、12日２人、19日２人（毎週水曜日時点）
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第２波 （７）クラスターへの対応

• 医療機関や福祉施設において、クラスターが発生した場合に速やか
に感染拡大防止策を講じられるよう、感染症対策に係る専門家チー
ム（医師・看護師等）を編成し、派遣体制を構築した。

① 岡山県クラスター対策班（ＯＣＩＴ）の発足

【事務局機能】岡山大学（疫学・衛生学教室）
【構成人数】 医師 感染対策チーム 10人、疫学・公衆衛生チーム ７人

看護師 15～20人程度 ※数字は発足当時
【派遣開始】 ９月29日～

派遣

医師・専門家

派遣依頼

※岡山市・
倉敷市含む

医療機関・福祉施設等

派遣要請

県対策本部

保健所

調整

クラスター発生時など

感染管理看護師

岡山県看護協会

クラスター対応チーム
（１チーム３～４人）

＜派遣体制＞
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第２波 （７）クラスターへの対応

② 看護職員派遣体制の構築

• 医療機関等において、クラスター発生時にも通常の医療提供体制を維持
できるよう、公益社団法人岡山県看護協会と協力して看護職員の派遣体
制を構築した。

岡山県におけるクラスター発生時の看護職員派遣の仕組み

日本看護協会

岡山県看護協会

岡山県

派遣先医療機関、
福祉施設

・第１陣（先遣活動）最大１週間程度
認定看護管理者等がクラスター
発生時に医療機関内の調整等を行う

・第2陣（看護応援活動）2週間程度
応援看護職員が各施設での通常業務を行う

新型コロナウイルス感染症対策室で必要性
を判断し、岡山県看護協会に依頼

クラスター発生

県内医療機関

②派遣依頼

③看護職員派遣

①派遣要請

※並行して求人を行い、必要があれば人材を確保

情
報
共
有

新型コロナウイルス感
染症関係業務への協力
の意思を有する看護職
員の把握・登録

岡山県医師会・岡山県病院協会

支
援

④実績報告
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第２波 （８）その他

① 県主催イベントの開催に係る考え方

• ６月17日一部改訂

 新規感染者が急増している地域（流行地）において実施するもの
は、自粛する。

 高齢者や基礎疾患を持った者が集まるものや医療・福祉関係者等
が集まるものについては、感染防止策を徹底する。

 連絡先を把握するため参加者名簿を作成しておくなどの対応を行
う。

• ７月８日一部改訂

 概ね５千人以上の参加が見込まれる大規模なものは自粛する。

 地域での行事などについては、十分な間隔の確保や、来場者の人
数管理などの対策を行った上で、開催する。

• ７月30日一部改訂

 参加者名簿の作成やアプリ（もしサポ岡山）の活用などで、連絡
先を把握するなどの対応を行う。
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第２波 （８）その他

② 接待を伴う飲食店への合同立入調査の実施（７月30日）

• 県、県警察本部、岡山市保健所が合同で、キャバクラやホストクラブ
などの接待を伴う飲食店（岡山市北区柳町、田町、中央町周辺のホス
トクラブやキャバクラなど約40店舗）に対する立入調査を実施すると
ともに、新型コロナウイルス感染拡大防止ガイドラインの遵守状況を
確認し、感染防止対策の徹底を呼びかけた。

③ 県立学校における対応

• ６月１日から教育活動を再開し、新しい生活様式を踏まえた「学校に
おける新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル」に基
づき活動を行うなど、これまでも感染症防止対策の周知を図ってきた
が、全国的に学校内で児童生徒や教職員の感染が確認される事例が増
えてきていることから、改めて全ての学校に対して、感染症防止対策
及び学校で感染者が確認された場合の対応を徹底した。



① 「新しい生活様式」の普及

• 身体的距離の確保やマスクの着用など基本的な感染防止策だけでな
く、日常生活の各場面での生活様式やテレワーク、オンライン会議な
ど新しい働き方スタイル等を周知し、県民一人一人に感染を拡大しな
い「新しい生活様式」の実践をお願いした。

② 医療提供体制の拡充

• かかりつけ患者の検査・診療を行う医療機関の大幅な拡大や新型コロ
ナ患者専用の確保病床を倍増させるなど医療提供体制の拡充に取り組
んだ。

③ 岡山県クラスター対策班（ＯＣＩＴ）の発足

• クラスター発生施設において速やかに感染拡大防止策が講じられるよ
う、感染症専門の医師や看護師等から構成する岡山県クラスター対策
班（ＯＣＩＴ）を発足させた。
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第２波 （９）まとめ



① 自宅療養への備え

• 今後、感染者が増えた際に、自宅での療養を希望する場合を想定し、
健康観察や他の家族への感染防止策等に対応できるような対策が必要
である。

② クラスター発生時の備え

• クラスター発生時の施設内のゾーニング等の感染拡大防止策だけでな
く、施設において医療提供が行われる体制が必要である。

③ 患者の移送・搬送

• 感染者を医療機関等へ移送する際には、感染対策を行った専用車両と
多くの保健所職員が必要であり、感染者が増加した場合には対応が困
難になることが想定される。

• 感染者の受入医療機関が限定されているため、感染者が増加した場
合、発熱等の患者の救急搬送が困難になることが懸念される。
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第２波 （１０）課題



第３波の取組
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第３波 （１）概要
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① 第３波の概要（令和２（2020）年10月１日～令和３年（2021）３月31日）

• 10月下旬から感染が徐々に拡大し、12月に入りクラスターが多発した

ことから、12月21日、「岡山県医療非常事態宣言」を発出し、年末年

始にかけて県民への協力を呼び掛けた。

• 首都圏を中心に爆発的に感染者が増え、国は１月７日に緊急事態を宣

言した。岡山県においては新しい生活様式の実践に加え、緊急事態宣

言の対象地域との往来を控えること等を要請するとともに、クラス

ター対策に努める中で、感染は緩やかに減少し始めた。

• 新型コロナワクチンが承認され、３月から岡山県でも医療従事者への

優先接種が始まった。
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第３波 （１）概要
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③ 医療提供・検査体制

ア 診療・検査医療機関 538機関

イ 確保病床数 412床（最大使用率 47.7％）

ウ 重症病床 43床（最大使用率 56.8％）

エ 宿泊療養施設数 １ホテル、207室（最大使用率 37.2％）

47

第３波 （１）概要

② 患者等の状況

ア 陽性者数 2,536人

イ 最多陽性者数 111人／日（12月20日）

ウ 入院者数 1,057人

エ 宿泊療養者数 647人

オ 最多自宅療養者数 262人／日（１月13日）

カ 最多社会福祉施設療養者数 25人／日（12月23日）

キ 死亡者数 34人
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第３波 （１）概要
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第３波 （１）概要
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第３波 （２）対策本部会議

回次 開催日 議事項目

29 令和2年11月27日

・県民の皆様へのメッセージ
・これまでの感染事例より
・県内で確認されたクラスター事例
・県内のクラスター事例で認められた課題と提言
・県民向けリーフレット
・早期検査のすすめ
・介護職員等の応援派遣
・新型コロナウイルス感染症対策に係る岡山県の対応
・国の事務連絡「来年２月までの催物の開催制限等について」

30 令和2年12月16日 ・県民の皆様へのメッセージ

31 令和2年12月24日 ・年末年始の医療体制

32 令和3年1月8日
・岡山県における新型コロナウイルス感染症拡大予防のための協力要請

33
令和3年1月29日
（書面開催）

・新型コロナウイルス感染症対策に係る県民の皆様への協力のお願い

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況

感染状況：ステージⅢ

ステージⅡ
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回次 開催日 議事項目

34 令和3年2月19日

・ワクチン接種推進体制
・変異株患者の確認
・感染事例の紹介
・確保病床数等の増加

35
令和3年3月26日
（書面開催）

・確保病床数等の増加

第３波 （２）対策本部会議

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況

（参考）
８月７日に政府の有識者会議「新型コロナウイルス感染症対策分科会」が示した、感染状況を4段階で評価するための指標

ステージ 判断指標

ステージⅠ 医療提供体制に特段の支障がない段階

ステージⅡ 感染者の漸増及び医療提供体制への負荷が蓄積する段階

ステージⅢ
感染者の急増及び医療提供体制における大きな支障の発生を避け
るための対応が必要な段階

確保病床使用率20％以上
重症病床使用率20％以上
療養者数20人以上
新規陽性者数15人以上
PCR陽性率5％以上
感染経路不明割合50％以上

ステージⅣ
爆発的な感染拡大及び深刻な医療提供体制の機能不全を避けるた
めの対応が必要な段階

病床使用率50％以上
重症病床使用率50％以上
療養者数30人以上
新規陽性者数25人以上
PCR陽性率10％以上
感染経路不明割合50％以上

ステージⅠ

ステージⅡ
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第３波 （３）重点措置・要請等

② 岡山県医療非常事態宣言（12月21日～２月12日）

• 相次ぐクラスターの発生を受け、医療提供体制の崩壊を防ぎ、県民の
命を守るため、一人一人が最大限の感染防止対策をとる必要があると
して、高齢者は無防備に人と接することを避けること、感染防止対策
が不十分な宴会、飲食やカラオケは止めること、体調不良の場合は仕
事を休ませることなどをお願いした。

• 県内の新規陽性者数がクラスターの発生等で増加してきた状況を踏ま
え、多人数での飲食を伴う忘年会・新年会や常時換気などの感染防止
対策が確認できない場合の複数人によるカラオケなどを控えるようお
願いした。

• 帰省するに当たっては、症状がないこと、帰省後は、家族以外での会
食を控えること等をお願いした。

① 県民の皆様へのメッセージ（12月16日）
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第３波 （３）重点措置・要請等

③ 新型コロナウイルス感染症拡大予防のための協力要請
（１月８日～３月21日）

• 首都圏で緊急事態措置が適用されことを受け、県民に対して、対象地
域への不要不急の往来や業種別ガイドライン等を遵守していることが
確認できない施設、店舗等の利用、長時間、大人数での飲食等を控え
るよう要請した。

• 事業者に対しては、在宅勤務（テレワーク）、時差出勤、自転車通勤
等、人との接触を低減する取組や症状が見られる従業員の出勤自粛を
要請した。



① 一般相談・受診相談

• 受診相談センター（保健所）やコールセンター（委託・24時間体制）
で、受診や体調不良時の相談、感染不安、検査やワクチン等の相談を
受け付けた。
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第３波 （４）患者等への対応
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② 受診体制の調整

• 症状が出た場合、まずはかかりつけ医に電話相談し、診療・検査医療
機関で検査や診療を受ける体制とした。

• かかりつけ医がない場合は、受診相談センター（従来の帰国者・接触
者相談センター）で診療・検査医療機関を紹介した。

③ 早期検査の推進

• 陽性者のうち、半数は発症後２日以内の検査ができていたが、３割は
５日以降の検査となっていたため、早期検査を呼びかけた。

④ 後遺症への対応

• 各保健所に相談があった場合には、最寄りの受診可能な医療機関の紹
介等を行ってきたが、２月15日、岡山大学病院に専門外来が設置さ
れ、サポート体制が整った。

⑤ 変異株スクリーニングの推進

• アルファ株の国内発生を受け、２月から県環境保健センターにおいて
変異株スクリーニング検査を開始した。
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第３波 （４）患者等への対応
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第３波 （４）患者等への対応

⑤ 県保健所への支援

• 感染者の増加に伴い積極的疫学調査等の業務が増加したため、他部所
等の職員を派遣し負担軽減を図った。

• 大規模クラスターが発生した保健所に対し、他の保健所等から職員が
応援に入った。

• 患者を移送する車両を借り上げ、２月１日から保健所に配備した。

• 11月から受診相談業務に従事する短時間勤務会計年度任用職員（保健
師・看護師）の配置を６保健所に拡大した。

従事業務 職種 延べ人数

積極的疫学調査 保健師 36人

検体採取、検査事務処理等 衛生・薬剤師等 170人

検体搬送、患者移送等 事務 488人
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① 外来体制

• これまでの帰国者・接触者外来（新型コロナウイルス外来）を診療・
検査医療機関として371機関指定し、538機関まで拡充した。

• 年末年始の医療提供体制を確保するため、期間中に診療検査を行う医
療機関を支援した。

• インフルエンザの流行期に合わせ、国と連携して、個人防護具等の必
要な資材を医療機関へ提供した。
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第３波 （５）医療提供体制



② 入院体制

• 二次保健医療圏域ごとの医療提供体制を強化するため、確保病床を250
床から412床に増床した。また、重点医療機関を８機関、協力医療機関
を15機関に増加させた。

• 感染者の増加に伴い、救急・周産期・小児医療の体制確保を行うため、
新型コロナウイルス感染症疑い患者受入機関としての登録を医療機関に
呼びかけ、消防等と登録医療機関の情報を共有した。

第３波 （５）医療提供体制
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① 宿泊療養

• 感染が拡大する中、12月27日には療養者数が77人にまで増加した。
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第３波 （６）宿泊療養・自宅療養
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第３波 （６）宿泊療養・自宅療養

※毎週水曜日０時時点の数値

② 自宅療養
• 感染症法の改正施行に伴い重症化リスクがなく軽症の場合の自宅療養及
び宿泊療養が法律に位置付けられ、併せて厚生労働省令が改正された。

• 県においては、同居家族との分離が可能な居住空間等があることなどを
示した自宅療養基準を定めた。また、療養中の注意点などを示した「自
宅療養のしおり」を作成するとともに、自宅療養者へのパルスオキシ
メーターの貸与及び配食サービスを開始した。
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第３波 （７）クラスターへの対応

• ９月に発足したＯＣＩＴについて、県内の主要病院及び精神科病院の協
力を得て、新たに現地医療提供チームを追加し、クラスター発生施設に
おいて、トリアージや医療・精神科医療を提供できる体制を整備した。

① 岡山県クラスター対策班（ＯＣＩＴ）の拡充

岡山県クラスター対策班（ＯＣＩＴ）

感染管理医師
感染管理認定

看護師
疫学 現地医療提供 精神科医療

役割 施設感染対策、
現地医療提供
時感染対策
研修の実施

施設感染対策、
現地医療提供
時感染対策
研修の実施

県庁・保健所
支援、データ
の解析・解釈、
研修の実施

現地でのトリ
アージ・医療
提供

現地医療提供
チームに対す
る、精神科医
療および精神
保健活
動支援

保健所クラスター
発生

岡山県庁 対策班事務局
（岡山大学）

派遣依頼

協議・派遣調整
各自治体
各団体

連携

依頼 連絡
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第３波 （７）クラスターへの対応

② 介護職員等の応援派遣に係る仕組みの構築（11月27日）

岡山県

介護職員等の応援派遣に係る仕組みについて

福祉施設

クラスター発生

福祉施設

福祉施設

福祉施設
応
援
職
員

の
派
遣

※関係団体ごとに を保有
派遣職員
名簿

【県の助成内容（応援に係る経費負担）】

・派遣された職員の交通費
・人員確保のための職業紹介料、割増賃金・手当
・損害賠償保険の加入費用

介護職員の感染等に
より人員不足が発生

覚
書
締
結

派遣スキーム
（概要）

関係団体

派遣要請

派遣要請

応援要請

• 県と岡山県介護保険関連団体協議会等の関係団体との間で協定を締結し、
介護職員の感染等により人員が不足した場合の支援体制を整備した。

③ 児童養護施設等に対する看護師派遣
• （公社）岡山県看護協会への委託により、児童養護施設等へ看護師を派
遣し、濃厚接触者等となった子どもに対する健康観察など個別的な対応
の充実や、症状が出た場合における関係機関（保健所・医療機関）との
連携強化を図った。
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第３波 （７）クラスターへの対応
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第３波 （８）ワクチン

① 市町村との協議会設置（１月21日）

• ワクチン接種体制の確保等について協議することを目的として、県と

県内全市町村を構成員とする「岡山県新型コロナウイルスワクチン接

種体制確保協議会」を設置した。

② 医療従事者向け優先接種を開始（３月５日）

• 医療従事者等を対象とした優先接種を開始した。

（接種対象者約８万人）

③ 副反応等への相談・診療体制整備（３月10日）

• 岡山県新型コロナワクチン専門相談センター（コー

ルセンター）を開設するとともに、副反応等に対応

する専門的医療機関（３施設）を設置し、相談・診

療体制を構築した。

相談窓口チラシ
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第３波 （８）ワクチン

④ 全県共同接種体制の構築
• ３月24日開催の協議会において、ワクチンの全県共同接種体制につい

て全市町村と合意した。

令和3年3月24日開催
第3回岡山県新型コロナウイルスワクチン接種体制確保協議会資料（抜粋）



① 岡山県医療非常事態宣言の発出

• 医療提供体制の崩壊を防ぎ、県民の命を守るため、（公社）岡山県医
師会と連携し県独自の「医療非常事態宣言」を発出し、県民一人一人
に最大限の感染防止策をとるようお願いした。

② 自宅療養者への対応

• 自宅療養者が安全に療養できるよう、家族との隔離方法等を記した
「自宅療養のしおり」を作成・周知するとともに、パルスオキシメー
ターや食料品の配送などを開始した。

③ ワクチン接種体制の構築

• 県と全市町村との「岡山県新型コロナウイルスワクチン接種体制確保
協議会」を設置し、県民は、県内のすべての接種施設でワクチン接種
が可能となる全県共同接種体制を構築した。
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第３波 （９）まとめ



① 増加する感染者への対応

• 重症化リスクが低く、入院を必要としない感染者の増加に備えて、宿
泊療養、自宅療養体制の拡充が必要である。

• 重症患者の増加に備えて、重症病床の増床も必要である。

② クラスターの防止

• 高齢者施設等において感染が発生しても、クラスター化しないように
感染初期における感染拡大防止策が必要である。

③ ワクチンの接種対象者拡大への対応

• ワクチンの接種対象者が医療従事者等から高齢者へと拡大していくた
め、個別接種施設の確保や集団接種会場の設置など接種体制を整備す
る必要がある。
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第３波 （１０）課題



第４波の取組
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第４波 （１）概要
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① 第４波の概要（令和３（2021）年４月１日～６月30日）

• 年度替わりによる人流の増加、従来株より感染性・重篤度が高いとさ

れるアルファ株への急速な置き換わりを背景に、大阪府、兵庫県を中

心に感染が拡大したため、近接する岡山県においても４月下旬から感

染が急拡大した。

• 高齢者施設や医療機関でもクラスターが多発し、５月３日から飲食店

等に対して営業時間の短縮を要請する等取組を強化したものの、感染

の拡大は続き、５月16日から６月20日の間、緊急事態措置が適用され

た。

• 医療ひっ迫を緩和するため、確保病床を拡大するとともに、一時療養

待機所を開設する等の対応を行った。

• ワクチンの供給量増加に伴い接種対象を拡大するとともに、県営接種

会場の開設や職域接種の開始により接種を促進した。
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第４波 （１）概要
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③ 医療提供・検査体制

ア 診療・検査医療機関 539機関

イ 確保病床数 492床（最大使用率 84.5％）

ウ 重症病床 58床（最大使用率 69.7％）

エ 宿泊療養施設数 ２ホテル、404居室（最大使用率64.6％）
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第４波 （１）概要

② 患者等の状況

ア 陽性者数 4,897人

イ 最多陽性者数 189人／日（５月８日）

ウ 入院者数 1,180人

エ 宿泊療養者数 1,486人

オ 最多自宅療養者数 786人／日（５月19日）

カ 最多社会福祉施設療養者数 19人／日（５月５日）

キ 死亡者数 91人
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第４波 （１）概要
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第４波 （１）概要
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第４波 （２）対策本部会議

回次 開催日 議事項目

36 令和3年4月2日
・新型コロナウイルス感染症対策に係る県民の皆様への協力のお願い
・新型コロナウイルス変異株への主な取組

37 令和3年4月23日
・新型コロナウイルス感染症拡大予防のための協力要請（ステージⅢ）
・臨時転換型重症病床の概要

38
令和3年4月30日
（書面開催）

・飲食店等に対する営業時間の短縮要請
・ライトダウンへの協力施設等

39 令和3年5月12日

・新型コロナウイルス感染症変異株緊急事態に対する協力要請
（ステージⅣ）

・岡山県時短要請協力金
・県有施設の休止・休館等
・東京2020オリンピック聖火リレー
・県立学校等における新型コロナウイルスへの対応

40 令和3年5月14日
・岡山県緊急事態措置
・時短要請協力金、大規模集客施設協力金
・緊急事態宣言発出を受けた県立学校における対応

41
令和3年5月15日
（書面開催）

・岡山県緊急事態措置（変更）
・時短要請協力金、大規模集客施設協力金（変更）

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況

感染状況：ステージⅡ

ステージⅢ

ステージⅣ



75

回次 開催日 議事項目

42 令和3年5月20日
・医療提供体制の強化

43 令和3年5月28日

・緊急事態宣言の延長
・医療提供体制の強化
・時短要請協力金、大規模集客施設協力金
・県有施設の休館延長
・学校での感染拡大防止用掲示

44 令和3年6月17日

・県独自の措置
・ワクチンの有効性等
・時短要請協力金
・県有施設の再開等

第４波 （２）対策本部会議

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況

ステージⅣ

ステージⅡ



76

第４波 （３）重点措置・要請等

• 急速に感染が拡大し、ステージⅣになったため、岡山市及び倉敷市全
域の飲食店等や大規模集客施設に対して、営業時間の短縮等の協力を
要請した。

• 県民に対して、日中も含めた不要不急の外出・移動の自粛や県外との
不要不急の往来は極力控えるよう要請した。

② 新型コロナウイルス感染症変異株緊急事態に対する協力要請
（ステージⅣ）（５月14日～15日）

① 新型コロナウイルス感染症拡大予防のための協力要請
（ステージⅢ）（４月26日～５月13日）

• 大阪府、兵庫県等で緊急事態措置が適用され、県内
においても急速に感染が拡大し、ステージⅢになっ
たため、特に大型連休に向けた取組として、県民に
対して夜間の不要不急の外出（飲酒を伴う会食等）
の自粛等を、事業者に対して県外から参加が見込ま
れるイベントの自粛、業種別ガイドラインに沿った
感染防止のための取組等を要請した。

• 岡山市中心部の飲食店等に対して、５月３日から営
業時間の短縮等の協力を要請した。
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第４波 （３）重点措置・要請等

• 県内の感染拡大を受け、緊急事態措置が適用された。

• 県内全域の飲食店等に対して、営業時間を20時までに短縮することや
酒類又はカラオケ設備を提供する飲食店に対しては休業を要請した。
また、大規模集客施設に対して、平日の営業時間を20時までに短縮す
ることや土日の休業を要請した。

• 床面積が１万㎡超の集客施設に対して、５月16日から要請していた
「土日祝日の休業」が緩和され、６月１日から1,000㎡超の集客施設
等に対する要請と同じ営業時間の短縮（営業は５時から20時まで）と
なった。

③ 岡山県緊急事態措置（５月16日～６月20日）



① 一般相談・受診相談

• 受診相談センター（保健所）やコールセンター（委託・24時間体制）
で、受診や体調不良時の相談、感染不安、検査やワクチン等の相談を
受け付けた。
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第４波 （４）患者等への対応
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② 変異株のゲノム解析

• これまで国で行っていたゲノム解析について、新たに県環境保健セン
ターで実施できる体制を整備した。

• 県環境保健センターが実施していたＰＣＲ検査については、民間検査
医療機関の活用を推進した。
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第４波 （４）患者等への対応
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第４波 （４）患者等への対応

③ 県保健所への支援

• 感染者の増加に伴い、自宅療養者も増加したため、自宅療養者に対す
る健康観察等が重要になっており、会計年度職員を配置するなど必要
な体制を強化した。

• 感染者の発生状況に応じて、各保健所間での応援体制をとるととも
に、保健所が属する県民局の他部所等から職員を派遣した。

• ６月から受診相談業務に従事する短時間勤務会計年度任用職員（保健
師・看護師）の配置を拡大した。

従事業務 職種 延べ人数

積極的疫学調査 保健師 12人

積極的疫学調査、検体採取等 衛生・薬剤師等 162人

患者移送、患者情報整理等 事務 347人



① 外来体制

• 適切な診療・検査につなげる体制を確保するため、診療・検査医療機
関を支援した。

• 休日及び大型連休における医療提供体制を確保するため、休日に診
療・検査を行う医療機関を支援した。
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第４波 （５）医療提供体制
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② 入院体制

• 通常医療の機能を守りつつ適切なコロナ医療を提供するため、入院受
入医療機関の確保病床を412床から492床に増床した。

• 救急搬送困難事案に対応するため、自宅療養中などに血中酸素飽和度
が低下した新型コロナ患者を夜間に受け入れる「一時療養待機所」を
岡山県精神科医療センター内に開設し、15人を受け入れた。

• 病床ひっ迫に際して、岡山市立市民病院に「臨時転換型重症病床」を
設けて、他の医療機関から看護師を派遣するスキームを開始した。

第４波 （５）医療提供体制
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① 宿泊療養

• ４月23日から、アパホテル岡山駅前の確保室数を207室から256室に増
やし、５月７日からは新たに「東横ＩＮＮ岡山駅西口右」（岡山市北
区）の運用を開始することで体制を強化した。（確保居室数：404室）
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第４波 （６）宿泊療養・自宅療養
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• 大型連休明けから自宅療養者が急激に増加し、５月19日には786人が
自宅で療養することとなった。
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第４波 （６）宿泊療養・自宅療養
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第４波 （７）クラスターへの対応

• 施設所管課、保健所、ＯＣＩＴが連携を図り、感染管理支援を行った。
また、必要に応じて、現地医療提供チームによる入所者のトリアージや
無症状者・軽症者に対する健康観察等も行った。

① 高齢者施設等におけるクラスター対応
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第４波 （７）クラスターへの対応

• 企業の社員寮等において、外国人関連のクラ
スターが多発したことから、外国人向けの多
言語（６言語）リーフレットを作成した。

• 県精神保健福祉センターと協力し、従業者の
メンタルサポートに関する啓発を行った。

② 感染管理の普及啓発

③ 高齢者施設等における集中的検査

• 緊急事態措置区域における高齢者施設等への重点検査等として、集
中的実施計画を策定し、高齢者施設等（296施設）の従事者等を対
象に検査を行った。

期 間 検査頻度 検査実績数

５～６月 １～２週間に１回 3,853

ベトナム語の手指消毒リーフレット
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第４波 （８）ワクチン

① 高齢者施設での接種を開始
• 一般高齢者に先立ち、４月中旬から高齢者施設入所者等への接種を開始

した。

② 一般高齢者（65歳以上）への接種を開始
• ５月10日から岡山県共通予約システムの運用を開始するとともに、県下

一斉に一般高齢者の予約受付を開始した。

• ５月17日から一般高齢者への接種を開始した。（接種対象者 約56万人）

新聞広告（５月７日）

接種促進チラシ
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第４波 （８）ワクチン

③ 接種対象者の拡大（12～64歳）
• 高齢者への接種の進捗状況に応じて、６月中旬以降、市町村ごとに順

次、64歳以下へも接種対象を拡大した。（接種対象者 約115万人）

令和３年２月17日厚生労働省開催
第３回自治体向け説明会資料（抜粋）
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第４波 （８）ワクチン

④ 県営接種会場の開設
• ワクチン接種を促進するため、県営接種会場を２会場開設した。

• 接種対象者：医療従事者等及び高齢者施設従事者等

【川崎医科大学総合医療センター会場】

・令和３年６月14日開設

【岡山県南部健康づくりセンター会場】

・令和３年６月17日開設

⑤ 職域接種の開始
• ６月下旬から職域接種及び大学拠点接種を開始した。（51団体）

岡山県南部健康づくりセンター会場予診の様子
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第４波 （８）ワクチン
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第４波 （９）その他

① 県有施設等の休止・休館

• 感染の急拡大を受け、不特定多数の者の利用が想定される県有施設等
について、５月13日以降、順次休止・休館した。（６月21日から再
開）

② 県主催イベントの延期・中止

• ５月13日以降の県主催イベントについて、原則中止又は延期する方針
とした。（６月21日から再開）
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第４波 （９）その他

③ 飲食店等に対する営業時間の短縮要請

• 食品衛生法に基づく飲食店又は喫茶店の営業を行う店舗（テイクアウ
ト、持ち帰りは除く）に対して、営業時間短縮（５時から20時まで）
の要請等を行った。

 ５月３日から、特措法第24条第９項に基づき、飲食店等に営業時間短縮（５時～20
時、酒類の提供は11時～19時）の協力を要請（令和４年３月６日まで断続的に実
施）

 ５月16日～６月20日まで、特措法第45条第２項に基づき、飲食店等に営業時間短縮
（５時～20時）の要請を、酒類又はカラオケ設備を提供する飲食店等に対し休業を
要請

④ 飲食店等の見回り

• 営業時間短縮の要請等が遵守されているか確認するため、５月６日か
ら岡山市中心部の飲食店（約2,500店舗）に対して見回りを実施し
た。

• ５月17日から６月20日までの間、緊急事態措置に係る県内全域の飲食
店等（約13,000店）の見回りを実施した。（令和４年３月６日まで延
べ約42,000店の見回りを実施）
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第４波 （９）その他

⑤ 岡山県時短要請協力金の支給

• 感染拡大の防止を目的として、飲食店等に営業時間の短縮等を要請
し、全面的に応じた事業者に対して支給する「岡山県時短要請協力
金」の受付を５月17日から開始した。（令和４年５月６日で受付終
了）

⑥ 岡山県大規模集客施設協力金の支給

• 感染の拡大に歯止めをかけるため、人流抑制の観点から大規模集客施
設等に対して休業（営業時間の短縮）を要請し、全面的に応じた施設
等に対して支給する「岡山県大規模集客施設協力金」の受付を６月29
日から開始した。（11月26日で受付終了）
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第４波 （９）その他

⑦ 県立学校における対応

• 急速に感染が拡大し、県内の感染状況がステージⅣに到達したことを
受け、５月13日から31日まで、次のとおり対応する方針とした。

 感染リスクの特に高い学習活動は行わない。

 公式な大会等が控えている部以外については、活動を行わない。公式な大会等が控
えている部については、可能な限り感染症対策を行った上で活動を認めるが、練習
試合や合宿は行わない。

• 緊急事態宣言が発出されたことを受け、５月16日から６月20日まで、
次のとおり対応する方針とした。

 時差登校を検討する。

 学級閉鎖となった場合にオンライン授業に切り替えたり、一部の児童生徒が登校で
きない状況になった場合に授業配信を行ったりする。

 校外での学校行事や教育活動及び校内で行う運動会や水泳指導など感染リスクの高
い行事等は、延期又は中止する。

 公式な大会等が控えている部以外については、活動を行わない。公式な大会等が控
えている部については、活動時間を長くとも平日では２時間程度、休日は３時間程
度とし、練習試合や合宿は行わない。



① 飲食店等の営業時間の短縮要請

• 感染の拡大を防止するため、飲食店や大規模集客施設等に対して、必
要な支援を行いつつ、休業や営業時間の短縮を要請するとともに、県
民に対しては不要不急の外出や県外との往来の自粛を要請した。

② 臨時の医療施設設置

• 夜間における救急搬送困難事案が多数発生し、患者受入れに時間を要
したため、患者を一時的に受け入れる療養待機所を設置した。

• 既存の重症病床数を超える重症患者の発生を想定し、一般病床を重症
病床に臨時的に転換する緊急対応を行った。

③ ワクチン接種体制の整備

• 希望者が早期にワクチン接種できるよう、全県共通の予約システムの
運用や県営接種会場の設置、職域接種の開始等、ワクチン接種を促進
した。
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第４波 （１０）まとめ



① 確保病床の不足

• 確保病床使用率が84.5％、重症病床使用率が69.7％と過去最高となっ
た。

• 各保健医療圏内で確保した病床を超える入院対象者が発生し、他の保
健医療圏への入院調整を行わざるを得なかった。

② 保健所業務のひっ迫

• 感染者が発生した場合、療養区分の決定や医療機関等への移送など患
者の対応だけでなく、濃厚接触者の特定、感染管理の支援など一度に
多くの業務が発生する。

• 感染者が増加した場合、これらの対応により保健所業務がひっ迫し、
患者対応に遅れが出かねない事態が想定される。

③ ワクチン初回接種の促進

• ワクチンの接種対象者が高齢者以外の一般県民へ拡大していくため、
集団接種会場の体制強化や接種促進のための広報等、接種率の向上に
つながる取組を実施する必要がある。
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第４波 （１１）課題



第５波の取組
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第５波 （１）概要
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① 第５波の概要（令和３（2021）年７月１日～12月31日）

• ６月21日より「岡山県緊急事態措置」から「リバウンド防止強化期

間」に移行し、適用区域を限定して飲食店等への時短要請を行う等、

感染再拡大防止策を講じる中、デルタ株への置き換わりに伴い、感染

が急拡大した。

• デルタ株への置き換わりに伴い、１日当たりの新規陽性者数が300人

を超える事態となったが、４月からのワクチン接種の効果もあり60代

以上の新規陽性者数の増加は抑制され、感染状況が大きく変化した。

• 感染急拡大を受け、８月27日より３度目の緊急事態措置が適用される

中、９月以降、急速に感染が収束した。

• ワクチンの接種に伴う高齢者の新規陽性者の減少と中和抗体薬の早期

投与による重症化予防が進み、死亡者数は減少した。
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第５波 （１）概要
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③ 医療提供・検査体制

ア 診療・検査医療機関 563機関

イ 確保病床数 557床（最大使用率 51.0％）

ウ 重症病床 68床（最大使用率 32.4％）

エ 宿泊療養施設数 ３ホテル、507居室（最大使用率 61.3％）

オ 無料検査事業所 18か所
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第５波 （１）概要

② 患者等の状況

ア 陽性者数 7,965人

イ 最多陽性者数 307人／日（８月18日）

ウ 入院者数 1,278人

エ 宿泊療養者数 2,169人

オ 最多自宅療養者数 1,311人／日（８月25日）

カ 最多社会福祉施設療養者数 15人／日（９月１日）

キ 死亡者数 10人
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第５波 （１）概要
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第５波 （１）概要
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第５波 （２）対策本部会議

回次 開催日 議事項目

45 令和3年7月15日
・岡山県デルタ株注意期間

46 令和3年7月26日
・夏期の感染拡大防止に向けた緊急メッセージ

47 令和3年8月2日

・デルタ株特別警戒期間
・時短要請協力金
・飲食店感染防止対策第三者認証事業
・県立学校における新型コロナウイルスへの対応

48 令和3年8月5日

・医療提供体制の強化
・デルタ株特別警戒期間（８月５日改定）
・おかやま旅応援割の停止
・おかやまプレミアム付き交通券の販売停止
・Go To Eat 食事券の販売停止
・岡山後楽園の休園

49 令和3年8月12日
・デルタ株特別警戒期間（８月12日改定）
・宿泊療養施設の整備
・時短要請協力金

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況

感染状況：ステージⅠ

ステージⅢ

ステージⅡ
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回次 開催日 議事項目

50 令和3年8月18日

・まん延防止等重点措置
・県営接種会場でのワクチン接種対象の拡大
・県有施設の休止・休館等
・おかやまプレミアム付き交通券の販売停止
・時短要請協力金
・おかやま旅応援割の停止期間延長

51 令和3年8月24日
・県内の感染状況（ステージ判断）
・県立学校における対応

52 令和3年8月25日

・岡山県緊急事態措置
・時短要請協力金等
・県有施設の休止・休館
・県立学校内で感染が確認された場合の対応

53 令和3年9月10日
・まん延防止等重点措置への移行
・時短要請協力金等
・県有施設の休止・休館等

第５波 （２）対策本部会議

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況

ステージⅢ

ステージⅣ
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第５波 （２）対策本部会議

回次 開催日 議事項目

54 令和3年9月29日

・秋のリバウンド防止期間
・県有施設の再開等
・おかやま旅応援割の再開
・おかやまプレミアム付き交通券の販売再開
・Go To Eat 食事券の販売再開
・県立学校における対応

55
令和3年11月19日
（書面開催）

・県民等への要請

56 令和3年12月23日

・レベル移行の目安
・第６波に向けた保健・医療提供体制確保計画
・PCR検査等無料化
・新型コロナワクチンの追加接種（３回目接種）
・年末・年始の感染拡大防止に向けた知事メッセージ

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況

ステージⅡ

総合的判断：レベル１

ステージⅠ
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第５波 （２）対策本部会議

レベル 指標 想定される措置

レベル０
新規陽性者数ゼロを維持できている
状況

基本的な感染防止対策呼びかけ

レベル１
安定的に一般医療が確保され、新型
コロナウイルス感染症に対し医療が
対応できている状況

基本的な感染防止対策呼びかけ

レベル２

新規陽性者数の増加傾向が見られ、
一般医療及び新型コロナウイルス感
染症への医療の負荷が生じ始めてい
るが、段階的に対応する病床を増や
すことで、医療が必要な人への適切
な対応ができている状況

確保病床使用率15％
新規陽性者数15人

感染リスクの高い行動回避の要請等

確保病床使用率30％
新規陽性者数30人

県独自行動制限又はまん延防止等重点措置

レベル３

一般医療を相当程度制限しなければ
新型コロナウイルス感染症への医療
の対応ができず、医療が必要な人へ
の適切な対応ができなくなると判断
された状況

確保病床使用率50％
３週間後病床使用率100％

まん延防止等重点措置又は緊急事態措置
一般医療の制限

レベル４
一般医療を大きく制限しても新型コ
ロナウイルス感染症への医療に対応
できない状況

緊急事態措置
一般医療の更なる制限

（参考）
• 11月８日に国の新型コロナウイルス感染症対策分科会において、従来のステージ分類に代わり、医療ひっ迫に重点を置い
た新たなレベル分類の考え方が示された。

• 県において、次の指標を目安に、参考指標や県内外の感染分布状況等を勘案し、総合的に判断することとした。

＜上記以外の参考指標＞
新規陽性者数の先週今週比、PCR陽性率、感染経路不明割合、療養者数、入院率、重症者数、重症病床使
用率、自宅療養者数及び療養等調整中の数の合計値 など
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第５波 （３）重点措置・要請等

• 全国で緊急事態措置等が適用されるなど、感染が拡大
する中、岡山県においても、若者を中心に新規陽性者
数が増加し、デルタ株への置き換わりが急速に進んだ
ことから、「岡山県デルタ株特別警戒期間」を設定し
た。

• 県民に対して５つの「岡山ルール」の遵守等をお願い
するとともに、重点強化区域（岡山市）の飲食店等に
営業時間短縮等を要請した。

② 岡山県デルタ株特別警戒期間（８月４日～19日）

① 岡山県デルタ株注意期間（７月21日～８月３日）

• 首都圏などでは感染の再拡大から、再び緊急事態措置
が適用された。県内でも感染力が強いとされるデルタ
株の感染が確認されたことから、「岡山県デルタ株注
意期間」を設定した。

• 県民に対して３つの「岡山ルール」の遵守等を、事業
者に対しては業種別ガイドラインの遵守等をお願いし
た。
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第５波 （３）重点措置・要請等

• ８月20日から、岡山市及び倉敷市にまん延防止等重
点措置が適用された。

• 措置区域の飲食店等に対して、20時までの営業時間
の短縮に加え、お酒の提供の終日停止を要請し、措
置区域外の飲食店等に対しても20時までの営業時間
の短縮を要請した。

③ まん延防止等重点措置（８月20日～26日）

• 措置区域内の大規模集客施設等に対しても、20時までの営業時間の短
縮を要請した。

• 不特定多数の方の利用が想定される県有施設等は、原則、休止・休館
した。

• 県民に対して、20時以降翌朝５時まで飲食店等にみだりに出入りしな
いことを要請した。
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第５波 （３）重点措置・要請等

⑤ まん延防止等重点措置への移行（９月13日～30日）

• まん延防止等重点措置が、岡山市、倉敷市など17市町
に適用された。

• 県内全域の飲食店等に対して、20時までの営業時間の
短縮要請を行うとともに、お酒の提供については、措
置区域内では終日自粛、その他の区域では19時までと
する自粛を要請した。

• 県内の感染状況を踏まえ、県内全域に緊急事態措置が
適用された。

• 県内全域で、お酒やカラオケ設備を提供する飲食店等
に対して、休業を要請し、大規模な集客施設等に対し
て、20時までの営業時間の短縮を要請した。

• 県民に対して、日中も含め不要不急の外出・移動の自
粛や混雑した場所等への外出を半減すること等を要請
した。

④ 岡山県緊急事態措置（８月27日～９月12日）
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第５波 （３）重点措置・要請等

• まん延防止等重点措置の終了を受け、感染の再拡大
を防ぐため、「岡山県秋のリバウンド防止期間」を
設定した。

• 県民に対して３つの「岡山ルール」及び「マスク
コード」の遵守等を、事業者に対しては業種別ガイ
ドラインの遵守等をお願いした。

⑥ 岡山県秋のリバウンド防止期間（10月１日～31日）



① 一般相談・受診相談

• 受診相談センター（保健所）やコールセンター（委託・24時間体制）
で、受診や体調不良時の相談、感染不安、検査やワクチン等の相談を
受け付けた。
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第５波 （４）患者等への対応
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② 無料検査事業
• 12月22日に無料検査事務局（委託）を開設し、対象事業者への周知・
広報、登録申請受付、検査実績の取りまとめ、県民等からの問合せ対
応を行った。

• 12月23日から、イベントや帰省等のために検査が必要な無症状者が無
料で受けられる「ワクチン検査パッケージ・対象者全員検査等定着促
進事業」を実施し、実施事業者の募集を開始した。
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第５波 （４）患者等への対応



③ 県保健所への支援

• 保健所に対する人員補充に加え、自宅療養サポートセンター（８月11
日～９月30日）を設置し、これまで保健所が行ってきた自宅療養者の
健康観察を集約した。

• 会計年度任用職員以外に、派遣職員を各保健所に増員配置し、疫学調
査や健康観察を担った。
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第５波 （４）患者等への対応

従事業務 職種 延べ人数

積極的疫学調査 保健師 52人

積極的疫学調査、検体採取等 衛生・薬剤師等 577人

患者移送、患者情報整理、資材発送等 事務 823人
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① 外来体制

• 休日における医療提供体制を確保するため、引き続き７月の休日並び
にお盆及び年末年始期間中に診療・検査を行う医療機関を支援した。

• インフルエンザの流行期に合わせて、国と連携して、個人防護具等の
必要な資材を医療機関へ提供した。
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第５波 （５）医療提供体制



第５波 （５）医療提供体制
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② 入院体制

• デルタ株への置き換わりが急速に進み、さらなる感染の拡大が懸念さ
れたため、確保病床を492床から557床に増床した。

• 救急搬送困難事案に対応するため、自宅療養中などに血中酸素飽和度
が低下した新型コロナ患者を夜間に受け入れる「一時療養待機所」を
岡山県精神科医療センター内に開設し運営した。８月から９月の約３
週間で34人を受け入れた。

• 病床ひっ迫に対して、岡山市立市民病院に「臨時転換型重症病床」を
設けて、他の医療機関から看護師を４人派遣した。
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① 宿泊療養

• ７月１日から宿泊療養施設の運営について委託を開始し、効率的な運
用に努めた。また、８月18日には、県西部を中心とした患者の受入の
ために「ベッセルホテル倉敷」（倉敷市）を新たに整備し、居室数を
404室から507室に増やした。

• 重症化リスクのある入所者の症状悪化を未然に防ぐために、一時的に
医療機関へ入院して、中和抗体薬を投与する体制を整えた。

116

第５波 （６）宿泊療養・自宅療養
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• デルタ株への置き換わりに伴い、８月25日時点での自宅療養者は1,311
人となり、第４波のピークであった786人を上回る状況となった。
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第５波 （６）宿泊療養・自宅療養

② 自宅療養
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第５波 （７）クラスターへの対応

• 施設所管課、保健所、ＯＣＩＴが連携を図り、感染管理支援等を行うとと
もに、感染者が発生した高齢者施設等を支援するため、マスク、ガウン等
の衛生資器材の備蓄を行うとともに、市町村等を通じて高齢者施設に必要物
資の配布を行った。

① 高齢者施設等におけるクラスター対応
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第５波 （７）クラスターへの対応

• 高齢者施設、学校、保育施設、一般事業所等

の従事者など幅広い層を対象とした感染管理

研修の開催等（42回）を通じて、クラスター

対応に関する知識の普及を図った。

• 保健所に対する研修会を行い、感染管理に関

する知識や技術の普及を図った。

② 感染管理の普及啓発

③ 高齢者施設等における検査体制の整備

• 重症化リスクの高い者が多い医療機関や高齢者施設等の従事者等に

対して、抗原定性検査キット約15万回分（1,057施設）の配布を行っ

た。

感染管理研修会の様子
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第５波 （８）ワクチン

① 県営接種会場の対象者拡大・増設

• 接種対象者を順次拡大した。(飲食業、外国人労働者、妊婦、受験生等)

• 10月10日から川崎医科大学総合医療センター会場を一般開放するととも
に、予約なしでの接種を実施した。

• 岡山駅直結で利便性が高く、仕事帰りや下校中の方でも接種しやすい夜
間接種施設として、（公社）岡山県医師会の協力を得て、11月４日に岡
山県医師会館会場を開設した。

岡山県医師会館会場 予約なし接種チラシ予診の様子
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第５波 （８）ワクチン

② 初回接種促進のための広報
• 10月15日～31日をワクチン接種ラストスパート期間と定め、接種促進

のための各種の取組を実施した。

③ 追加接種（３回目）の開始（12月１日～）
• 初回接種完了者を対象に３回目接種を開始した。

街頭啓発（10月21日）

新聞広告（10月16日）

ファジアーノ岡山ホームゲーム出前接種
（10月31日）
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第５波 （８）ワクチン
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第５波 （９）その他

① 県有施設等の休止・休館

• まん延防止等重点措置の適用を受け、不特定多数の者の利用が想定さ
れる県有施設等のうち、図書館と美術館を除き、８月20日以降、休
止・休館した。（10月１日から再開）

② 県主催イベントの延期・中止

• ８月20日以降の県主催イベントについては、業務上必要で延期が困難
なものを除き、延期又は中止する方針とした。（10月１日から再開）

③ おかやまプレミアム付き交通券の発行

• 新型コロナウイルス感染症の影響が収束した後も、公共交通事業者が
安定した運行を継続できるよう、県内の公共交通機関で使用できる、
１冊３千円で４千円分利用可能な「プレミアム付き交通券」（販売期
限：令和４年１月31日まで）を７月21日から14万冊発行した。

• 感染拡大防止の観点から、８月６日に販売を一時停止した。（10月１
日から販売を再開）
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第５波 （９）その他

④ おかやま旅応援割の実施

• コロナ禍によって打撃を受けている事業者を支援する経済対策として、
県民が県内の宿泊施設を利用する際に料金を割り引く「おかやま旅応援
割」を７月５日から開始した。

• 県内の感染拡大（ステージⅢ）に伴い、８月６日から９月30日まで新規
予約及び割引を停止した。

• 県内の感染状況がステージⅡとなったことから、10月１日から事業を再
開した。

⑤ 岡山県飲食店感染防止対策第三者認証制度の実施

• 県内飲食店における感染防止対策を強化し、新型コロナウイルス感染症
の感染拡大を継続的に抑え込むために、県が公正な第三者に委託し、県
が定める基準を満たす飲食店に認証を付与する「岡山県飲食店感染防止
対策第三者認証制度」を８月２日から開始した。（令和５年５月７日に
終了：認証店舗2,511店）
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第５波 （９）その他

⑥ 県立学校における対応

• 急速に感染が拡大し、感染状況がステージⅣになることを踏まえ、国
が示す「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マ
ニュアル」に基づき、県立学校の行動基準をレベル３に引き上げ、８
月25日から、時差通学の実施の検討や学校行事の延期、中止又は規模
縮小等の方針とした。

• 感染が確認された場合には、早急に保健所や学校医等と相談の上、学
級単位や学年単位、場合によっては全校で、感染が広がっているおそ
れのある範囲に応じて、安全が確認されるまで、臨時休業の対応をと
る方針とした。なお、臨時休業の対応をとった場合は、オンライン授
業に切り替えることにより、学習活動を継続する。

• まん延防止等重点措置が９月30日で終了すること等を踏まえ、国が示
す「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュ
アル」に基づき、県立学校の行動基準をレベル２に引き下げ、10月１
日から、時差通学の終了や学校行事は児童生徒等の健康・安全の確保
等を踏まえ実態に応じて実施の判断を行う等の方針とした。



① 中和抗体薬の投与

• 特例承認された中和抗体薬を早期に投与するよう医療機関に働きかけ
るとともに、宿泊療養施設の患者を投与可能な医療機関に一時的に入
院させる対応を行い、患者の重症化予防を図った。

② ワクチン初回接種の促進

• 県営接種会場での予約なし接種（川崎医科大学総合医療センター）や
夜間接種（岡山県医師会館）、接種促進期間を設けての集中的な広報
等を実施し、若年層でも接種しやすい環境整備に努めた。

③ 事業者の支援

• 感染防止対策が整った飲食店を認証する第三者認証制度の創設、宿泊
施設の料金を割り引く「おかやま旅応援割」や公共交通機関で使用で
きる「プレミアム交通券」の販売開始など、コロナによって影響を受
けている事業者を支援した。
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第５波 （１０）まとめ



① 中和抗体薬の早期投与体制の整備

• 中和抗体薬の投与は重症化予防に効果があったため、陽性診断確定
後、早期に投与できる体制を整備する必要がある。

② 軽症者への対応

• ワクチン接種が進み、重症化予防が図られ、感染者の多くが軽症のま
ま療養期間を終了するため、宿泊療養、自宅療養体制の拡充が必要で
ある。

③ ワクチン追加接種の体制整備

• 追加接種の開始に伴い、市町村や関係機関とも連携し、追加接種の機
会確保や広報に取り組む必要がある。

127

第５波 （１１）課題



第６波の取組
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第６波 （１）概要
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① 第６波の概要（令和４（2022）年１月１日～６月30日）

• オミクロン株BA.1系統への置き換わりが進み、感染が急拡大したため、

１月13日から「オミクロン株特別警戒期間」に移行し、27日には「まん

延防止等重点措置」が適用され、飲食店等への時短要請を行う等、感染

拡大を抑制した。

• ３月７日からは「オミクロン株リバウンド防止特別対策期間」へ移行

し、引き続きの感染対策を講じたが、感染力の強さや年度替わり及び大

型連休に伴う人流の増加から新規陽性者数は増減を繰り返した。

• オミクロン株は、感染力が強いものの多くは感染しても症状は軽いた

め、重症化リスクの高い者に重点的に対応する体制とした。

• 感染者の増加に伴い濃厚接触者も増加し、保健所や医療機関に従事する

職員の休業が増え、保健・医療提供体制に大きな影響があった。
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第６波 （１）概要
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③ 医療提供・検査体制

ア 診療・検査医療機関 601機関

イ 確保病床数 557床（最大使用率 57.2％）

ウ 重症病床 68床（最大使用率 26.5％）

エ 宿泊療養施設数 ３ホテル、629居室（最大使用率 40.4％）

オ 無料検査事業所 221か所
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第６波 （１）概要

② 患者等の状況

ア 陽性者数 88,979人

イ 最多陽性者数 1,458人／日（２月５日）

ウ 入院者数 2,620人

エ 宿泊療養者数 3,236人

オ 最多自宅療養者数 5,294人／日（２月９日）

カ 最多社会福祉施設療養者数 242人／日（２月９日）

キ 死亡者数 116人
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第６波 （１）概要

16,395人

(18.4%)

15,190人

(17.1%)

14,682人

(16.5%)

14,255人

(16.0%)

12,241人

(13.8%)

6,425人

(7.2%)

3,862人

(4.3%)

2,793人

(3.1%)

2,087人

(2.3%)

1,049人

(1.2%)

年代別新規陽性者数

10歳未満 10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代 80代 90代以上

80人

(3.1%)

35人

(1.3%)

105人

(4.0%)

143人

(5.5%)

172人

(6.6%)

219人

(8.4%)

308人

(11.8%)

521人

(19.9%)

670人

(25.6%)

367人

(14.0%)

年代別入院者数

10歳未満 10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代 80代 90代以上
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第６波 （１）概要

50人

(1.5%) 397人

(12.3%)

811人

(25.1%)

489人

(15.1%)

573人

(17.7%)

451人

(13.9%)

273人

(8.4%)

192人

(5.9%)

年代別宿泊療養者数

10歳未満 10代 20代 30代

40代 50代 60代 70代以上

3人

(2.6%)

1人

(0.9%)

19人

(16.4%)

52人

(44.8%)

41人

(35.3%)

年代別死亡者数

50歳未満 50代 60代 70代 80代 90代以上
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第６波 （２）対策本部会議

回次 開催日 議事項目

57 令和4年1月7日

・PCR等検査の受検要請
・新型コロナワクチンの追加接種（３回目接種）等
・オミクロン株の感染拡大防止に向けた知事緊急メッセージ
・おかやま旅応援割の広島県在住者を対象とした新規予約停止

58 令和4年1月13日
・オミクロン株特別警戒期間
・おかやま旅応援割の隣県在住者を対象とした新規予約停止

59 令和4年1月19日

・オミクロン株の流行に伴う濃厚接触者の取扱いの変更
・自宅療養者
・一般高齢者の追加接種促進に向けた取組
・おかやま旅応援割の県内在住者を対象とした新規予約停止
・県立学校における部活動の対応

60 令和4年1月26日

・まん延防止等重点措置
・時短要請協力金
・おかやま旅応援割の割引の停止
・岡山後楽園の休園
・県立学校における対応

61 令和4年2月4日
・県保健所における疫学調査及び自宅療養者健康観察のさらなる
重点化など

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況

総合的判断：レベル２
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回次 開催日 議事項目

62 令和4年2月18日
・まん延防止等重点措置の延長
・時短要請協力金
・岡山後楽園の休園継続

63 令和4年3月4日
・オミクロン株リバウンド防止特別対策期間
・高齢者施設等の従業者に対する集中検査等

64
令和4年3月10日
（書面開催）

・県立学校における部活動の取扱い

65 令和4年3月29日
・県民の皆様へのお願い
・県保健所における積極的疫学調査等
・県立学校における対応

66 令和4年4月21日
・感染拡大防止に向けた知事メッセージ
・おかやま旅応援割の利用期間延長

67
令和4年6月3日
（書面開催）

・コロナ患者受入協力医療機関の追加指定
・県立学校内で新型コロナウイルス感染症の感染が確認された場合の
対応

第６波 （２）対策本部会議

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況

レベル２
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第６波 （３）重点措置・要請等

• オミクロン株の感染拡大を受けて、県内全域に対して
まん延防止等重点措置が適用された。

• このため、飲食店等に営業時間短縮、酒類の提供は行
わないこと（第三者認証店除く）を、県民には営業時
間の短縮を要請した時間以降、飲食店等にみだりに出
入りをしないこと等を要請した。

② まん延防止等重点措置（１月27日～３月６日）

① オミクロン株特別警戒期間（１月13日～26日）
• 全国的にオミクロン株による感染拡大が急速に進む中、

岡山県においても、オミクロン株への置き換わりが着
実に進んでいることから、今後の感染急拡大を阻止す
るため、「オミクロン株特別警戒期間」とし、県民に
対して４つの「岡山ルール」の遵守等を、事業者に対
しては、特措法に基づく業種別ガイドラインの遵守等
をお願いした。
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第６波 （３）重点措置・要請等

• まん延防止等重点措置は終了したが、厳しい感染状
況から全ての要請を一気に解除することは困難で
あったため、「オミクロン株リバウンド防止特別対
策期間」として、県民、高齢者施設、学校、事業者
等に対して、特措法に基づき、感染リスクの高い行
動を控えるよう要請した。

③ オミクロン株リバウンド防止特別対策期間（３月７日～31日）

④ 県民・事業者へのお願い（４月１日）

• 進学や就職等で人流が増加する時期を迎え、感染拡
大防止と社会経済活動の両立を図るため、県民に対
して基本的な感染防止策の徹底、適切な受診への協
力、重症化リスクの高い者を守るための行動、ワク
チンの接種等を、事業者に対しては特措法に基づき
県内のイベントの開催について、業種別ガイドライ
ンの遵守等をお願いした。



① 一般相談・受診相談

• 受診相談センター（保健所）やコールセンター（委託・24時間体制）
で、受診や体調不良時の相談、感染不安、検査やワクチン等の相談を
受け付けた。
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第６波 （４）患者等への対応
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② 無料検査事業
• 感染の不安に感じる無症状者の検査機会を確保するため、１月８日か
ら「一般検査事業」を実施した。

• オミクロン株の爆発的な感染拡大によって、県内のPCR検査件数が急
増し、行政検査の結果判明が遅れる事態が生じており、全国的にも
PCR検査の試薬や抗原定性検査キット等の品薄の影響を受け、検査を
休止・制限する診療・検査医療機関が生じていることから、一般検査
事業を２月１日から休止した。
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第６波 （４）患者等への対応
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第６波 （４）患者等への対応

③ 県保健所への支援

• 県庁及び保健所が属する県民局の他部所等から職員を派遣するととも
に、以下の取組を行った。

従事業務 職種 延べ人数

積極的疫学調査 保健師 164人

積極的疫学調査、検体採取 衛生・薬剤師等 861人

患者移送、患者情報整理、資材発送等 事務 1,817人

• １月13日から、県庁の保健師を１週間単位で県の４保健所に派遣した。

• １月20日から、濃厚接触者等検体採取、積極的疫学調査や健康観察に
従事する看護師を雇用し、保健所への派遣を開始した。

• 第５波を上回る大規模感染の継続による保健所業務の負担軽減のため、
健康観察等の業務を集約して対応する自宅療養サポートセンターを再
開した。（１月19日）



• 医療系技術職員による積極的疫学調査を実施してきたが、感染者の大
幅な増加により、調査時の説明等も十分できなくなる恐れがあったた
め、事務職員による疫学調査のための研修を開催した。（１月24日）
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第６波 （４）患者等への対応

④ 保健所業務の重点化策

• オミクロン株の特性を踏まえ、感染者が大幅に増加していることに鑑
み、保健所業務を次のように重点化した。

• 自宅療養者等が体調悪化時、保健所が受診医療機関を調整していた
が、自宅療養者等が直接医療機関に電話連絡をすることができるよう
体制を整備した。

• 自宅療養者が大幅に増加したため、重症化リスクがある者や症状が比
較的重い者に健康観察を重点的に実施した。（１月26日）

• 濃厚接触者の検査を高リスク者のみに重点化し、待期期間終了時も連
絡なしで自動的に解除する仕組みとした。（１月26日）

• 50歳未満の重症化リスクのない感染者への聞き取り内容を簡略化し、
同居家族以外の調査は実施しない方針とした。（２月４日）



• 感染者の増加により、保健所が発出する文書が大量で、適時発行が難
しくなり、患者への対応が遅れる懸念があったため、就業制限等の発
出を省略し、療養確認通知書の電子申請受付を開始した。また、療養
期間の伝達を最初の連絡時に行うことにより、療養期間終了時の連絡
を行わないこととした。（４月１日）

• 保健所での疫学調査の際に、重症化リスクの高い者に十分な時間をか
けて説明等対応が難しくなりつつあったため、重症化リスクのない軽
症者については、保健所からの疫学調査に代えて自宅療養サポートセ
ンターからショートメッセージサービスを用いて感染者に回答してい
ただく仕組みを導入した。（５月30日）

• 医療保険等の請求時に必要な療養期間の証明書を、感染者が健康状態
を入力できる健康管理機能を備えたシステム（ＨＥＲ－ＳＹＳ）の機
能により確認できる運用を開始した。（６月10日）
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第６波 （４）患者等への対応



⑤ 療養・待期期間の見直し

• オミクロン株の感染の急拡大に伴い、陽性者の療養期間を見直し、社会
機能の維持のための早期解除を導入する仕組みを開始するとともに、濃
厚接触者の待期期間を見直した。

オミクロン株陽性者の療養期間 ２回陰性確認 10日間

(１月５日～)

濃厚接触者の待機期間 14日間 10日間 7日間

（１月14日～）（１月28日～）

濃厚接触者の早期解除の導入及び適用範囲の拡大

（１月14日～） （３月16日～）
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第６波 （４）患者等への対応



① 外来体制

• 国と連携して、個人防護具等の必要な資材を医療機関へ提供した。

• 発熱等の症状を訴える多数の患者が医療機関に殺到したため、検査を
行わず医師の臨床診断による陽性認定する仕組み（みなし陽性）を導
入した。
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第６波 （５）医療提供体制
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② 入院体制

• オミクロン株の特性を踏まえ、重症化予防のために、診療・検査医療
機関が患者を中和抗体薬投与医療機関に紹介する体制をとった。

• 病床使用率が急激に高まったことから、新型コロナから回復したもの
の引き続き治療の必要な患者の受入れについて、後方支援医療機関に
積極的な対応を依頼した。

第６波 （５）医療提供体制

入院者数と病床数
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① 宿泊療養

• 今後の感染者の増加に備え、 １月21日から「岡山シティホテル厚生
町」（岡山市北区）を新たに整備し、過去最大の629室を確保した。
なお、東横ＩＮＮ岡山駅西口右は１月末で運用を一時終了した。

• 宿泊療養施設内に1月24日から２月20日まで臨時の医療施設を設置
し、271人の療養者に中和抗体薬を投与を行った。
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第６波 （６）宿泊療養・自宅療養
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• ２月９日時点での自宅療養者は5,294人となり、第５波のピークで
あった1,311人を大幅に超える状況となった。

• 自宅療養サポートセンターを再開し、自宅療養者の健康観察、健康相
談や適切な支援ができるよう体制を強化した。
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第６波 （６）宿泊療養・自宅療養

② 自宅療養
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第６波 （７）クラスターへの対応

• 第６波では、クラスターが急増したため、重症化しやすい高齢者が生活する
高齢者施設等への感染管理支援に重点化するとともに、連携医師等（配置医
師等）による施設内療養者への往診・治療薬の投与等を行った。

• 県内の希望する高齢者、障害者施設（829施設）に対して、感染者発生時に
備え、マスク・ガウン等の配布を行った。

① 高齢者施設等におけるクラスター対応
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② 高齢者施設等における集中的検査
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第６波 （７）クラスターへの対応

• 高齢者施設等（約500施設）において、早期に感染者を発見し、感染
拡大を防止するため、県から抗原定性検査キットを配布し、従事者
や新規入所者を対象に定期的な検査を実施した。

※ 岡山市及び倉敷市は独自に実施

期 間 検査頻度 検査実績数

３～６月 １～２週間に１回 51,111
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第６波 （８）ワクチン

① 小児（５～11歳）への接種を開始
• ３月上旬に小児専門の相談窓口（24時間体制）、副反応等に対応する

専門的医療機関（５機関）を設置した。

• ３月14日の週から小児への接種を開始した。（接種対象者約12万人）

• 岡山大学と共同し、小児副反応調査を実施した。

② 追加接種（４回目）の開始（５月25日～）
• 60歳以上の者、基礎疾患を有する者等を対象に４回目接種を開始し

た。

副反応調査中間報告（４月26日発表）
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第６波 （８）ワクチン

③ ３回目接種促進のための広報
• 大学コンソーシアム岡山臨時会議で知事が各大学長等へ学生の接種促

進について、協力を要請した。（４月22日）

• ＪＲグループと連携した安心旅応援キャンペーンを実施した。（６月
21日～７月31日）

• 動画、ＳＮＳ広告、デジタルサイネージなどによる広報を実施した。

安心旅応援キャンペーンポスター

新聞広告
（４月27日）

大学コンソーシアム岡山
臨時会議
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第６波 （８）ワクチン
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第６波 （９）その他

① おかやま旅応援割の実施

• 広島県内での感染拡大を受け、１月７日から広島県在住者を対象とし
た新規予約を停止した。

• 県内の感染拡大に伴い、１月15日から隣県（兵庫県・鳥取県・香川
県）在住者を対象に、１月20日からは県内在住者を対象に新規予約を
停止した。

• 「まん延防止等重点措置」の適用に伴い、１月27日から「おかやま旅
応援割」の割引を停止した。

• まん延防止等重点措置終了後の県内の感染状況を踏まえて、３月22日
から県内在住者限定で再開した。

② 後楽園の休園（１月27日～２月20日）

• まん延防止の観点から岡山後楽園を休園した。
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第６波 （９）その他

③ 県立学校における対応

• 県立学校で部活動に関連する場面が原因と考えられる感染が連続して
発生している実態を受け、１月20日から次のとおり対応した。

 公式な大会等が控えている部を除き、活動を行わない。

 活動場所は校内のみとし、活動時間を短縮し、必要最小人数で、昼食を挟まない。

 対外試合や合宿は行わない。

 公式な大会や演奏会等のみ参加を認める。なお、直行・直帰が望ましい。

• まん延防止等重点措置が適用され、かつ、学校でクラスターが頻発
し、感染が急速に拡大していることを受け、１月27日から県立学校に
おける感染症対策を強化した。

 時差通学を検討する。

 感染リスクの特に高い学習活動は行わない。

 感染者が確認された場合は、ただちに学級閉鎖を、感染の広がりが考えられる場合
は、学年閉鎖、学校全体での臨時休業等を行い、速やかにオンライン授業に切り替
える。

 児童生徒等の健康・安全の確保等を踏まえ、各校の児童生徒等の実態に応じて、延
期や中止、規模を縮小しての実施の判断を行う。



① 中和抗体薬の早期投与

• 診療・検査医療機関から中和抗体薬の投与可能な医療機関への紹介制
度の創設や宿泊療養施設内に臨時的な投与医療施設を設置し、患者の
重症化予防を図った。

② 保健所業務の集約・重点化

• 第５波で設置した自宅療養サポートセンターを再開し、県保健所で
行っていた自宅療養者の健康観察、健康相談を集約化した。

• オミクロン株の特性を踏まえ、重症化リスクがある者に健康観察を重
点化するとともに、重症化リスクのない軽症者を対象に、ショート
メッセージサービスを利用した疫学調査を実施した。

③ 検査体制の拡大

• 高齢者施設等において、早期に感染者を発見し、感染拡大を防止する
ため、従事者等を対象に定期的な検査を行った。

• イベントや旅行等のために検査が必要な無症状者等を対象とした無料
検査事業の事業所数を拡大した。
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第６波 （１０）まとめ



① まん延防止等による時短要請

• 感染力の強いオミクロン株の急速な感染拡大の防止を図るため、飲食
店等に営業時間の短縮や酒類提供を行わないことなどの要請を行わざ
るを得なかった。

② 多数発生した感染者への対応

• 多数の感染者が発生したため、検査を行わず医師の臨床診断による陽
性認定する仕組みの導入や疫学調査等の保健所業務を集約化・重点化
する対応を行ったが、さらに感染者が増えた場合を想定した取組が必
要である。

③ 若年層へのワクチン接種

• 若年層のワクチン接種率が他の世代に比べて低いため、ＳＮＳ等を活
用した広報や学生への呼びかけなど、若年層へ接種促進対策を講じる
必要がある。
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第６波 （１１）課題



第７波の取組
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第７波 （１）概要
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① 第７波の概要（令和４（2022）年７月１日～10月31日）

• オミクロン株 BA.5 系統への置き換わりに伴い、感染が急拡大し、７

月下旬には県内で1,000人／日を超える新規陽性者数が確認され、８

月中旬には、4,000人／日を超える大規模な感染が続き、市中に感染

がまん延した。

• 県は、８月５日に「BA.5対策強化宣言」を発出し、県民・事業所等に

感染対策を呼びかけるとともに、医療提供体制の確保に努め、確保病

床を629床まで拡大した。また、休日やお盆期間においても必要な診

療・検査医療機関を維持した。

• さらに、医療機関の負担軽減を目的に、８月31日に検査キット配送・

陽性者登録センターを開設し、９月26日には発生届の対象を限定化す

る全数届出の見直しを行った。
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第７波 （１）概要



③ 医療提供・検査体制

ア 診療・検査医療機関 631機関

イ 確保病床数 629床（最大使用率 65.2％）

ウ 重症病床 67床（最大使用率 23.5％）

エ 宿泊療養施設数 ３ホテル、629室（最大使用率33.1％）

オ 無料検査事業所 232か所
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第７波 （１）概要

② 患者等の状況

ア 陽性者数 188,399人

イ 最多陽性者数 4,399人／日（８月20日）

ウ 入院者数 2,946人

エ 宿泊療養者数 1,815人

オ 最多自宅療養者数 27,354人／日（８月24日）

カ 最多社会福祉施設療養者数 381人／日（８月10日）

キ 死亡者数 172人
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第７波 （１）概要
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第７波 （１）概要
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第７波 （２）対策本部会議

回次 開催日 議事項目

68
令和4年7月15日
（書面開催）

・夏期の感染拡大防止に向けた知事メッセージ

69 令和4年7月22日
・第７波に対応した新たな対策
・夏期の感染拡大防止のためのお願い

70 令和4年8月5日
・第７波へのさらなる対応策
・岡山県BA.5対策強化宣言

71
令和4年8月17日
（書面開催）

・病床のひっ迫度合いに応じた対応

72 令和4年8月26日
・救急搬送の現状、医療提供体制の現状
・第７波に対応したさらなる対策
・岡山県BA.5対策強化期間

73 令和4年9月21日

・Withコロナに向けた対応
・今後の感染拡大に備えた対応
・岡山県BA.5対策強化期間の変更
・県民・事業者の皆様へのお願い

74
令和4年10月27日
（書面開催）

・受入確保病床等
・陽性者診断センターの対象拡大
・高齢者施設等の従事者に対する集中的検査の継続

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況

総合的判断：レベル２
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第７波 （３）重点措置・要請等

• オミクロン株の感染拡大を受けて、７月15日に夏期
の感染拡大防止に向けた知事メッセージを発出し、
改めて基本的な感染防止策の徹底を周知した。

• ７月22日には、感染拡大を防止しながら社会経済活
動を維持するため、県民に対して、３密回避の徹
底、マスクコードの遵守等の「県民へのお願い」を
周知した。

① 夏期の感染拡大防止のためのお願い（７月22日）

• ８月４日に病床使用率（57.0％）が第６波の最高値
と同じレベルとなり、病床がひっ迫しつつある状況
を受け、「岡山県BA.5対策強化期間」として、県民、
高齢者施設、学校、事業者等に対して、特措法に基
づき、感染リスクの高い行動を控えるよう要請した。

② ＢＡ．５対策強化宣言（８月５日～９月25日）
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第７波 （３）重点措置・要請等

③ 県民・事業者へのお願い（９月26日）

• 感染拡大防止と社会経済活動の両立を図るため、県民に対しては、
基本的な感染防止策の徹底、適切な受診への協力、重症化リスクの
高い者を守るための行動等を、事業者に対しては、業種別ガイドラ
インの遵守等をお願いした。



① 一般相談・受診相談

• 受診相談センター（保健所）やコールセンター（委託・24時間体制）
で、受診や体調不良時の相談、感染不安、検査やワクチン等の相談を
受け付けた。
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第７波 （４）患者等への対応
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② 無料検査事業
• お盆の帰省等による感染拡大を防止するため、８月５日から18日ま
で、JR岡山駅の近傍に臨時の無料検査会場（抗原定性検査・予約不
要）を設置し、計2,809件の検査を実施した。

• 不安に感じる無症状者の検査機会を確保するため、９月１日から「一
般検査事業」を再開した。

• イベントや帰省等のために検査が必要な無症状者が無料で受けられ
る「ワクチン検査パッケージ・対象者全員検査等定着促進事業」は、
国の方針により８月31日で終了した。
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第７波 （４）患者等への対応
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③ 検査キット配送・陽性者登録センター

• 医療機関への検査・受診の負担軽減のため、症状が軽く重症化リスク
因子がない県民を対象に抗原定性検査キットを配布し、検査結果が陽
性の場合には医療機関を介することなく保健所に発生届を提出するこ
とができる体制として、 ８月31日に「検査キット配送・陽性者登録セ
ンター」を設置した。

• 県内の感染状況を踏まえ対象を順次拡大した。
９月５日 対象年齢拡大（20代 → 18歳以上49歳以下）
９月13日 受付時間拡大（9:00～17:00 → 24時間）
９月26日 対象年齢拡大（18歳以上49歳以下 → 16歳以上64歳以下）

「検査キット陽性者登録センター」へ改称

第７波 （４）患者等への対応
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岡山県陽性者登録センター



④ 県保健所への支援

• 感染者の増加に伴う保健所業務の負担軽減を図るため、保健所が属す
る県民局の他部所等から職員を派遣した。

• 第６波を上回る大規模感染の継続による保健所業務の負担軽減のため、
７月から発生届の確認、患者情報整理及び療養期間証明等の業務に従
事する事務職員を雇用し、保健所に派遣した。
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第７波 （４）患者等への対応

従事業務 職種 延べ人数

積極的疫学調査 保健師 19人

積極的疫学調査、検体採取等 衛生・薬剤師等 399人

患者移送、患者情報整理、資材発送等 事務 1,101人



• 感染者の増加に伴い自宅療養者が増えたことにより、保健所業務が
ひっ迫したため、健康観察等の業務を集約して対応する自宅療養サ
ポートセンターを継続して運営した。
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第７波 （４）患者等への対応

• ８月８日から、全数届出の見直しに先駆け
て医療機関で検査時にチラシを配布するこ
とで、保健所がファーストタッチを行う対
象者を限定し、65歳未満で重症化リスクの
ない方については、原則、自宅療養として
取扱い、ショートメッセージサービスを用
いて、療養期間等を通知することとした。



⑤ 療養・待期期間の見直し

• 新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボードにおける議論を
踏まえた国の方針に基づき、保健所業務の重点化や社会経済活動の維
持の観点から、陽性者の療養期間（９月７日）、濃厚接触者の待機期
間（７月22日）を見直した。

陽性者※の療養期間 10日間 ７日間
（※宿泊・自宅療養のみを対象）

濃厚厚接触者の待機期間 ７日間 ５日間
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第７波 （４）患者等への対応



• オミクロン株の特性を踏まえて、９月26日から新規陽性者の全数把握
を継続しつつ、医療機関による発生届の対象を、高齢者等重症化リス
クの高い者に限定した。

• 保健所が行う健康観察の対象を、発生届の対象となる高齢者等重症化
リスクの高い者に限定した。

172

第７波 （４）患者等への対応

⑥ 全数届出の見直し

• 発生届の届出対象外となる患者に対する体
調悪化時の健康相談窓口として、自宅療養
サポートセンターを県、岡山市、倉敷市が
それぞれ設置した。

• 新型コロナウイルス感染症の検査時に、医
療機関において、全ての患者にチラシを配
布し、患者自身が症状等の情報を電子申請
システムで登録することを推奨した。

• 新規陽性者数等は、岡山市、倉敷市分も含
めて、県が取りまとめて公表した。
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① 外来体制

• 休日における医療提供体制を確保するため、７月31日から９月末まで
の休日とお盆期間中に診療検査を行う医療機関を支援した。

• 診療・検査医療機関がひっ迫した場合に、症状が軽く、重症化リスク
が低い有症状者を対象に、抗原定性検査キットを配布し、自己検査を
行うことを推奨し、診療・検査医療機関の負担軽減を図った。
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第７波 （５）医療提供体制



② 入院体制

• 入院患者の増加に伴い、入院受入医療機関の確保病床を554床から629
床に増床した。

• 夜間の救急搬送が特にひっ迫したため、一時療養待機所を県南部の受
入医療機関内（２か所）に設置し、酸素投与が必要な患者等の一時受
入れを行った。

第７波 （５）医療提供体制

入院者数と病床数
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① 宿泊療養

• 運用中の２棟（岡山シティホテル厚生町、ベッセルホテル倉敷）に加
えて、８月１日からはアパホテル岡山駅前を再稼働し、即応居室数最
大629室に増室した。
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第７波 （６）宿泊療養・自宅療養
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• ８月24日時点での自宅療養者は27,354人となり、第６波のピークで
あった5,294人を大幅に超える状況となった。

• 自宅療養サポートセンターの設置を継続し、自宅療養者の健康観察、
健康相談や適切な支援ができるよう体制を強化した。

• 療養者が自身のスマートフォンにより医師に直接相談ができるアプリ
を県全域で導入した。
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第７波 （６）宿泊療養・自宅療養

② 自宅療養

※毎週水曜日０時時点の数値
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第７波 （７）クラスターへの対応

• クラスターが急増したため、重症化しやすい高齢者が生活する高齢者施
設等への感染管理支援に重点化し、施設所管課、保健所、ＯＣＩＴが連
携を図り、クラスター施設の支援を行った。

• 第６波までのクラスター対応により経験を積んだ保健所は、クラス
ター施設への感染対策の支援・助言等を行い、ＯＣＩＴはその後方支
援を行った。

① 高齢者施設等におけるクラスター対応
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③ 高齢者施設等における集中的検査
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第７波 （７）クラスターへの対応

• 高齢者施設等（約500施設）において、早
期に感染者を発見し、感染拡大を防止する
ため、県から抗原定性検査キットを配布し、
従事者や新規入所者を対象に定期的な検査
を実施した。

※ 岡山市及び倉敷市は独自に実施

期 間 検査頻度 検査実績数

7月 １～２週間に１回 15,044

8～9月 １週間に２回 129,525

10月 １週間に１回 40,253

• 感染管理研修の開催、発生時対応マニュア
ルの配布等を通じて、クラスター対応に関
する知識の普及を図った。

② 感染管理の普及啓発
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第７波 （８）ワクチン

① ４回目接種の対象拡大
• ７月22日から医療従事者及び高齢者施設等の従事者へ４回目接種の対

象者を拡大した。

② 県営接種会場（岡山県医師会館会場）の体制拡充
• ７月28日～８月27日の間、従来の週２日（毎週金・土）から週３日毎

週木・金・土）へ実施日を拡充した。

• お盆接種（８月11日～20日の夜間）を実施した。

③ 大学出前接種
• ８月１日～10日の間、県内の３大学に出向いて接

種を実施した。

④ 小児（５～11歳）への追加接種開始
• ９月６日から小児への追加（３回目）接種を開始

した。

⑤ 令和４年秋開始接種の開始
• ９月28日から初回接種を完了した12歳以上を対象にオミクロン株対応

ワクチンの接種を開始した。
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第７波 （８）ワクチン
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第７波 （９）その他

① おかやまプレミアム付食事券の発行
• 感染防止対策に取り組みながら頑張っている飲食店や食材を供給する
農林漁業者等を支援し、物価高騰等に直面する消費者を応援するた
め、１冊１万円で１万２千円分使える「おかやまプレミアム付食事
券」（使用期間：令和４年８月18日から令和５年１月31日まで）を60
万冊（当初：40万冊、追加：20万冊）発行した。



① 行動制限を伴わない感染拡大防止

• オミクロン株の特性を踏まえ、外出自粛や飲食店の営業時間短縮など
行動制限の要請を行わず、社会経済活動を維持しながら感染の拡大防
止に努めた。

② 医療機関等の負担軽減

• 発生届の対象を、全感染者から高齢者や重症化リスクのある者等に限
定化することにより、医療機関等の事務的な負担軽減が図られた。

• 症状が軽く、重症化リスクがない有症状者を対象に、医療機関を受診
せず自己検査し、自宅療養することを推奨した。

③ 健康観察の重点化

• 保健所等が行う健康観察の対象を、高齢者や重症化リスクのある者に
重点化し、患者のリスクに応じた対応に注力した。
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第７波 （１０）まとめ



① 感染者数の急増

• 検査を希望する患者が診療・検査医療機関に集中し、通常医療にも大
きな影響があった。

• 新型コロナの症状は軽症であるものの、他の基礎疾患の悪化による入
院患者が増加した。

② 透析患者、妊婦への対応

• 透析患者や妊婦は重症化リスクが高いものの、設備や人材が整った受
入可能な医療機関は限定されていた。

③ 高齢者施設等のクラスター対策

• 高齢者施設のクラスター件数が大幅に増加し、全クラスター件数の約
半数を占めるに至った。
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第７波 （１１）課題



第８波の取組
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第８波 （１）概要
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① 第８波の概要（令和４（2022）年11月１日～令和５年（2023）５月７日）

• 11月に入り、新規陽性者が増加に転じ、年末年始にかけて接触機会が増

えたことから、新規陽性者数は１月に5,000人／日を超えた。

• 高齢者施設でのクラスターの発生件数が600件を超え、施設内療養での

対応を進めてもなお入院が必要となる高齢者が増加したことから確保病

床使用率は高位で推移し、多くの患者を確保病床以外で受け入れた。

• 重症化リスクの低い軽症の方の中で、検査キットでの自己検査や市販薬

を活用した医療機関を受診しない療養の取組が進んだ。

• 国は、重症化率、致死率の低下などを考慮し、５月８日から新型コロナ

ウイルス感染症を感染症法上の５類感染症に移行した。
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第８波 （１）概要

5,332人

3,815.7 人

72.8%

28.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

0人

1,000人

2,000人

3,000人

4,000人

5,000人

6,000人

11/1 11/15 11/29 12/13 12/27 1/10 1/24 2/7 2/21 3/7 3/21 4/4 4/18 5/2

新規陽性者数と病床使用率の推移

新規陽性者数 新規陽性者数（７日間移動平均） 確保病床使用率 重症病床使用率

（新規陽性者数） （病床使用率）



③ 医療提供・検査体制

ア 診療・検査医療機関 663機関

イ 確保病床数 624床（最大使用率 72.8％）

ウ 重症病床 67床（最大使用率 28.4％）

エ 宿泊療養施設数 ３ホテル、629室（最大使用率 34.0％）

オ 無料検査事業所 219か所
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第８波 （１）概要

② 患者等の状況

ア 陽性者数 201,280人

イ 最多陽性者数 5,332人／日（１月７日）

ウ 入院者数 6,996人

エ 宿泊療養者数 2,246人

オ 最多自宅療養者数 25,087人／日（１月11日）

カ 最多社会福祉施設療養者数 866人／日（１月４日）

キ 死亡者数 433人
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第８波 （１）概要
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第８波 （１）概要
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第８波 （２）対策本部会議

回次 開催日 議事項目

75 令和4年11月17日

・新型コロナウイルス感染症・季節性インフル
エンザ同時流行に備えた対応

・オミクロン株対応ワクチンの接種促進
・オミクロン株対応ワクチン接種強化期間
・新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの同時流行を

見据えた知事メッセージ

76
令和4年11月30日
（書面開催）

・オミクロン株対応の新レベル分類
・新レベル分類によるレベル判断
・外来医療体制整備計画
・受入確保病床等

77 令和4年12月20日
・感染拡大に備えた検査体制の強化
・岡山県医療ひっ迫警報

78 令和5年1月12日
・医療のひっ迫状況
・第８波に対応したさらなる対策
・医療ひっ迫を軽減するための緊急のお願い

79
令和5年1月20日
（書面開催）

・受入確保病床等

80
令和5年1月30日
（書面開催）

・県内でのイベント開催についての要請の見直し

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況

総合的判断：レベル２

レベル３
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回次 開催日 議事項目

81 令和5年2月9日
・現下の医療提供体制
・県民・事業者の皆様へのお願い
・今後の対応

82
令和5年2月22日
（書面開催）

・県民・事業者の皆様へのお願い
・岡山県飲食店感染防止対策第三者認証制度の終了

83
令和5年3月17日
（書面開催）

・高齢者施設等の従事者に対する集中的検査の継続
・受入確保病床等

84 令和5年3月23日
・感染症法上の位置づけの変更（５類移行）に伴う
対応

85 令和5年4月20日
・感染症法上の位置づけの変更（５類移行）に伴う対応
・県民・事業者の皆様へのお願い

第８波 （２）対策本部会議

岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催状況

レベル２

レベル１
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第８波 （２）対策本部会議

レベル 事象 指標

レベル１ 感染小康期

＜保健医療の負荷の状況＞
・外来医療・入院医療ともに負荷は小さい

＜感染状況＞
・感染者数は低位で推移しているか、徐々に増加している

病床使用率
概ね0～30％

レベル２ 感染拡大初期

＜保健医療の負荷の状況＞
・診療・検査医療機関（発熱外来）の患者数が急増し負荷が高まり始める
・救急外来の受診者数が増加する
・病床使用率、医療従事者の欠勤者数が上昇傾向となる

＜社会経済活動の状況＞
・職場の欠勤者が増加し、業務継続に支障を生じる事業者が出始める

＜感染状況＞
・感染者数が急速に増え始める

病床使用率
概ね30～50％

レベル３ 医療負荷増大期

＜保健医療の負荷の状況＞
・発熱外来・救急外来に多くの患者が殺到する、重症化リスクの高い者がすぐに受診できない状況が
発生

・救急搬送困難事案が急増する
・入院患者が増加し、医療従事者にも欠勤者が多数発生し、入院医療の負荷が高まる

＜社会経済活動の状況＞
・職場で欠勤者が多数発生し、業務継続が困難になる事業者が多数発生

＜感染状況＞
・医療の負荷を増大させるような数の感染者が発生

病床使用率
概ね50％超

重症病床使用率
概ね50％超

レベル４ 医療機能不全期

＜保健医療の負荷の状況＞
・膨大な数の感染者に発熱外来や救急外来で対応しきれなくなり、一般外来にも患者が殺到する
・救急車を要請されても対応できない状況が発生する。通常医療も含めた外来医療全体がひっ迫し、
機能不全の状態

・膨大な数の感染者により入院が必要な中等症・重症の患者数の絶対数が著しく増加
・多数の医療従事者の欠勤者発生と相まって、入院医療がひっ迫する
・入院できずに自宅療養中・施設内療養中に死亡する者が多数発生
・通常診療を大きく制限せざるを得ない状態

＜社会経済活動の状況＞
・職場の欠勤者数が膨大になり社会インフラの維持に支障が生じる

＜感染状況＞
・今冬の新型コロナウイルス感染者の想定を超える膨大な数の感染者が発生

病床使用率
概ね80％超

重症病床使用率
概ね80％超

（参考）
• 11月11日に国の新型コロナウイルス感染症対策分科会において、「今秋以降の感染拡大で保健医療への負荷が高まった場
合に想定される対応」が示された。

• これに伴い、医療のひっ迫度に着目する基本的な考え方は維持しながら、オミクロン株に対応したレベル分類に改定した。



193

第８波 （３）重点措置・要請等

• 10月下旬以降、感染が拡大し、病床使用率が60％を
超える状況の中、年末年始の帰省等で人流が増加す
ることによって、発熱外来・救急外来に多くの患者
が殺到し、重症化リスクの高い方がすぐに受診でき
ない状況が発生するおそれがあったため、県民、高
齢者施設、学校、事業者等に基本的な感染防止の徹
底や適切な受診への協力をお願いした。

① 岡山県医療ひっ迫警報（12月20日～２月９日）

• １月11日には病床使用率が70％を超え、新規陽性者
数の増加により、医療提供体制がひっ迫し、救急医
療にも大きな影響を与えていることから、適切な受
診への協力を強くお願いした。

② 医療ひっ迫を軽減するための緊急のお願い（１月12日）
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第８波 （３）重点措置・要請等

• 感染拡大防止と社会経済活動の両立を図るため、県
民に対して基本的な感染防止策の徹底、適切な受診
への協力等を、事業者に対して業種別ガイドライン
の遵守等をお願いした。

③ 県民・事業者へのお願い（２月９日）

④ 県民・事業者へのお願い（５月８日～）

• ５月８日から新型コロナウイルス感染症の感染症法
上の位置づけが、季節性インフルエンザと同じ５類
感染症に変更されることとなった。

• 基本的な感染防止策等について、一律に対応を求め
ることはなくなったことから、自主的な判断での取
組に資する情報提供を行った。



① 一般相談・受診相談

• 受診相談センター（保健所）やコールセンター（委託・24時間体制）
で、受診や体調不良時の相談、感染不安、検査やワクチン等の相談を
受け付けた。
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第８波 （４）患者等への対応
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② 無料検査事業
• 年末年始期間の帰省等による感染拡大を防止する観点から、帰省前及
び帰省先から戻った際に検査を受けられる体制を確保するため、12月
24日から１月10日までJR岡山駅の近傍に臨時の無料検査会場（抗原定
性検査・予約不要）を設置し、計1,602件の検査を実施した。
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第８波 （４）患者等への対応
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③ 陽性者診断センター

• １１月７日に陽性者登録センターを陽性者診断センターに名称変更し
た上で、対象者を拡大した。

④ 後遺症外来の公表

• 後遺症外来を行っている医療機関を３月から公表し、かかりつけ医の
ない罹患後症状に悩む患者へ対応した。

⑤ 訪日外国人への体制整備

• 訪日外国人受入れの再開を踏まえて、広島検疫所岡山空港出張所、
（公社）岡山県看護協会等と連携して外国人患者受入医療機関や観光
団体等と県内への受入体制を整えた。
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第８波 （４）患者等への対応
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第８波 （４）患者等への対応

⑥ 県保健所への支援

• 感染者の増加に伴う保健所業務の負担軽減を図るため、保健所が属す
る県民局の他部所等から職員を派遣した。

従事業務 職種 延べ人数

積極的疫学調査 保健師 9人

積極的疫学調査、検体採取等 衛生・薬剤師等 209人

患者移送、患者情報整理、資材発送等 事務 465人

• ５類感染症への移行に伴う各種体制の見直しにより、県民が混乱しな
いよう、移行直前の疫学調査における患者への説明や、県民からの問
い合わせに対応するため、自宅療養サポートセンター、宿泊療養施
設、配食サービス等終了時の対応方法について、保健所と情報共有し
た。
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① 外来体制

• 休日における医療提供体制を確保するため、11月23日から２月末まで
の休日と年末年始に診療・検査を行う医療機関を支援した。

• 国と連携して、個人防護具等の必要な資材を医療機関へ提供した。
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第８波 （５）医療提供体制



② 入院体制

• 重症化リスクが高く、受入先が限られる透析患者と妊婦が新型コロナに
感染しても引き続きかかりつけ医で診療を受けられるよう、新型コロナ
患者の外来透析、分娩対応を行った医療機関に支援を行った。

• 季節性インフルエンザとの同時流行を想定し、受入医療機関のフェーズ
ごとの病床数を見直すとともに、幅広い医療機関でのコロナ患者の受入
れを依頼し、確保病床を624床に増やしたものの、初めて確保病床を超
える入院者が発生した。

第８波 （５）医療提供体制
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① 宿泊療養

• 629室の体制でピーク時には214人が療養していたが、感染収束に合わ
せて段階的に施設の運用を終了し、５月７日に全ての宿泊療養施設の
運用を終了した。
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第８波 （６）宿泊療養・自宅療養
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• 療養期間が短くなったにも関わらず、１月11日時点での自宅療養者は
25,087人となり、第７波のピークと同程度の状況となった。

• 自宅療養サポートセンターの設置を継続し、自宅療養者の健康観察、
健康相談や適切な支援ができるよう体制を強化した。

• 増加する自宅療養者に対する医療提供体制を強化するため、県・保健
所が調整・依頼して自宅療養者に往診、訪問看護を提供した。
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第８波 （６）宿泊療養・自宅療養

② 自宅療養

※毎週水曜日０時時点の数値
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第８波 （７）クラスターへの対応

• 第８波においても、クラスターが多発したため、重症化しやすい高齢者
が生活する高齢者施設等への感染管理支援に重点化した。

• また、施設の嘱託医・協力医療機関からの支援を含め、地域内での連携
によりクラスターに対応できるケースも増えてきた。

① 高齢者施設等におけるクラスター対応
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② 高齢者施設等における集中的検査
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第８波 （７）クラスターへの対応

• 高齢者施設等（2,800施設）において、早期に感染者を発見し、
感染拡大を防止するため、県から抗原定性検査キットを配布し、
従事者や新規入所者を対象に定期的な検査を実施した。

※ 岡山市及び倉敷市は独自に実施

期 間 対象施設 検査頻度 検査実績数

11月 入所施設 １週間に１回 52,818

12月 入所・通所・訪問施設 １週間に２回 102,345

１～２月 入所・通所・訪問施設 １週間に３回 389,388

３月 入所・通所・訪問施設 １週間に２回 163,846



① 乳幼児（生後６か月～４歳）への接種を開始
• 11月７日の週から乳幼児への接種を開始した。（接種対象者約６万人）

② オミクロン株対応ワクチンの接種促進
• 年末年始の感染拡大を防止するため、11月17日から12月30日までをオミ

クロン株対応ワクチン接種強化期間と定め、接種促進のための各種の取
組を実施した。

 広報活動

岡山シーガルズと連携し街頭ＰＲ、ＱＡ形式コラム作成等

 接種機会の拡充

県営接種会場で予約なし接種、年末接種、出前接種（スポーツチームホームゲーム、

大学）を実施

 高齢者施設への働きかけ

アンケートを実施し、年内接種を働きかけ
205

第８波 （８）ワクチン

岡山シーガルズ
ポスター

QA形式のコラム
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第８波 （８）ワクチン

③ 若者の接種促進
• 接種率が低い若者の接種を促進するため、動画作成やＳＮＳ広告など

を実施した。

④ 県営接種会場を終了
• 令和５年３月25日をもって県営接種会場を終了した。

• 県営接種会場での通算接種回数：約9.7万回
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第８波 （９）その他

① 公共交通乗車キャンペーンの実施

• コロナ禍によって利用が低迷した公共交通の利用のきっかけづくりと
して、県内の小学生及び企業へ１人1,000円分の「お試し乗車券」を
配布した。

• 県内のタクシー事業者で利用できる、１冊2,500円で4,000円分利用可
能な「プレミアム付きタクシー乗車券」を11月１日から３万冊販売し
た。



① 感染拡大防止と社会経済活動の両立

• 第７波と同様に、まん延防止等重点措置等による行動制限の要請を行
わず感染の拡大を防止するとともに、社会経済活動との両立を図るこ
とに努めた。

② 入院によらない医療提供

• 透析患者や妊婦を受入れる病床は限られるため、かかりつけ医による
外来での対応を働きかけた。

• 自宅療養中に症状が悪化した際に、往診や訪問看護を医療機関に依頼
し、入院することなく療養することができた。

③ 体調不良時の備え

• 感染者には軽症が多いため、県民に対し、検査キットや解熱鎮痛薬等
をあらかじめ購入して体調不良時の備えるよう呼びかけを行い、自己
検査を推奨した。
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第８波 （１０）まとめ



① わかりやすい情報提供

• 感染症法上の位置づけが５類感染症に変更され、感染状況が日々の発
表から週１回の発表に変更になったため、県民にわかりやすく情報提
供する必要がある。

② 幅広い医療機関による医療提供

• 季節性インフルエンザと同様の５類感染症に位置づけられたため、限
られた医療機関による新型コロナ専用の医療提供から幅広い医療機関
による通常の医療提供に移行する必要がある。

③ 次なる新興感染症への対応

• 新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえ、次なる新興感染症に対
応するため、令和５年度に県感染症予防計画の改訂を行い、医療提供
体制の整備等を充実させ、感染症対策の一層の充実を図る必要があ
る。
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第８波 （１１）課題


